
ロシア所蔵ウイグル語断片の研究2

『阿含経』

『千字文』

『阿毘達磨倶舎論実義疏』(中国所蔵)

庄垣内 正弘

0.以 下ではロシア科学 アカデ ミー東方学研究所サ ンク トペテル ブルグ支所 の

保管す るウイグル語文献 中の6断 片について議論 し、テキス トエデ ィシ ョンを

提 出したい(').6断 片 中の4断 片は 『阿含経』で、その3断 片は 『雑阿含経』、

1断 片は 『長阿含経』の内容をもつ.こ れ ら4断 片は本誌前号で扱 つた 『増一

阿含経』の続編 と して提出する.残 る2断 片は 『千字文』の内容 をもつ。また

ロシア所蔵品ではないが、『阿含経』 と類似 の構成法 をもつた 『阿毘達磨倶舎

論実義疏』1葉 の写真が新着の中国出版物に掲載 されたのでそれ についても議

論 したい,

1.『 阿含 経 』

 ウイグル文 『阿含経』は、よく知 られているよ うに漢字漢語 を冠 した抜粋文

の結合か ら構成 されてお り、以下の断片も例外ではない。また漢文 の裏面を利

用 して書かれている点 も他の多 くの 『阿含経』断片 と共通する.た だ し、ここ

では表面をウイグル文、裏面 を漢文 として扱いたい(2).

1.1『 雑 阿 含 経 』(3)

 『雑 阿含 経』 に所属 す る3断 片 の裏面 は、図1に 示 す よ うに、い ずれ も漢 文

『大般 若 波 羅 蜜 多経 』(巻 第五百七+七)に 属 し、 しか も互 い に近 接 す る関係 に

あ る.「 大正 大蔵 経 」 で はVol.7 p.981bに 含 まれ る.こ の こ とか らこの3断 片

(1)所 蔵 の ウイ グル 文 献 の研 究 と写 真掲 載 の許 可 を 与 え て くだ さ つた ロ シア 科 学 ア カデ ミー東 方 学 研 究 所

サ ン ク トペ テ ル ブ ル グ支 所 に対 して こ こに感 謝 の意 を表 してお き た い.

(2)ウ イ グル 文 『阿 含 経 』 に 関 す る 研 究 と して は参 照 文 献 中 の庄 垣 内(Sh�aito)1980,1981,1982,lg85,

1998,1999,Kﾘa/Zieme氏 の1983,1990,1995,百 済氏 の1986,張 鉄 山氏 の1996,1997,2000が あ る.

(3)こ れ ま で に提 出 され た 『雑 阿 含 経 』断 片:庄 垣 内(1980K,1982N,1985SI4bKrl84,Kr IV 797),KudﾘZieme

(1983FG),Kudara/Zieme(1995LM),張 鉄 山(1996).
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が同一写本(巻 子)に 属す る断片であることは確かである.
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1.1.1SI Kr.1/161 横7.0× 縦6.8

 ウイ グル 文 の 内容 は 「大 正大蔵 経 」第 二巻 『雑 阿含 経巻 第 四十 ― 』p.303ab(『 衆

減少経』)に 収 ま る.

文 字 転 写(4)

1) pyr'ykyntys k'twytwstwrm'///

2)///kyl pwlmys'ryp徒Ill/〃.

3)〃/而lll'yncypswyzl'///

4)/〃 汝lllsyny'wrytym〃/

(4)この断片を含む 『雑阿含経』の内容をもつ3断 片の文字には、末尾文字のqに 区別があり、長い尾を

もつ ものが/q/を、短いものが1》!を表すといえる.文 字転写ではとくにこの長短を表示 しなかつた.
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5)〃/p荒(?)【 ― ― 〃ys kwytwk〃/

6)〃/難 可 俗 〃/yyrtyn///

7)///wyndwm:q'r'nk///

8)〃tesyn sn不1― 〃/

9)〃"nt'q y'n日wqr'y///

10)///pkwnkwl tyn///

翻 訳 と注

1)bir ikintis-k舩��t�m膽z-1舐]//

 「互 い に(か れ らは)争 わ な い ・ ・」

 莫 令 悪 人 於 僧 中 住 而 受 衆 名 映 障 大 衆 別 爲 二 部 互 相 嫌 護(p.303all.1―2)

2)〃[iki]kil bolm�舐ip徒 ― ― ―/〃

「 。 .一!-Fアrみ_rr . .―1 -  T 
一  ノ 甘一'よ ▼ノ  、 、 7  7 」

我 以 頭 髪 二 色 猶 言 童 子 ・ 一 徒 衆 消滅(p.303a11.7―10)

[ik]ikilのkilはU6-kil「 三 角 」t舐t―kil「 四 角 」 の よ うに幾 何 学 的 な 形 状 を 表

す か 、yarUり ―kil「 白 つ ぽ い 」 の よ うに 色 彩 の 表 現 に 用 い られ る.こ こ で は 「二

色 」 を 表 す.「 徒 」 の 後 の3本 の 縦 線(写 本 では横 線)は 「徒 」 以 下 の3漢 字 を

省 略 した もの で あ る:「 徒 衆 消滅 」.

3)〃/而1口in6fp s6z-1創//4)〃/汝 ― ― ―seni uri tem[臾]〃

 「・ ・而 して 言 う …  汝 を 童 子 とい うの は ・ ・」

 而 言 宿 士 衆 壊 阿 難 衆 極 壊 阿 難 汝 是 童 子 不 簿 量 故(p.303a11.10-12)

5)〃/p荒(?)1― ―is k��///6)難 可 俗[人]yertin[C�臾i]

「 ・ ・努 め …  俗 人 」

知 在 家 荒 務 多 諸 煩 悩 出 家 空 閑 難 可 俗 人(p.303a11.25-26)

yertin6Utaki「 俗 人 」:cf. ye式in6Utaki avda barqta turuqdaごi舐舅l舐t艨u 俗 人 処 於

家 」(庄 垣 内1983p.43).

7) [舸din]�d�:garaq[∀u]//

「(我は)出 家 し た.闇 ・ ・」

正 信 非 家 出 家 學 道 ・ ・ 一 盟 從 出 家(p.303ﾘ.28-bd.1)

「闇 」 は 宋 元 明 本 で は 「聞 」.

8)//toy(1)nsn不il[1]//

「・ ・汝 は 弟 子 で あ る ・ ・」

 我 是 汝 師 汝 是 弟 子 迦 葉 汝 今 成 就 如 是 眞 實 浮 心 所 恭 敬 者 不 知 言 知 不 見 言 見

(p303b 11.7-9)

9)〃anta∀y舅舫y ray[u tl弓la》ali nomu》]〃//10)/〃[qo]pk60ti1―tin/〃

「・ ・も し[法 を 聞 く こ と を]欲 して … 心 か ら ・ ・」
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若 欲 聞 法 鷹 如 是 學 若 欲 聞 法 以 義 饒 益 當 一 其 心 恭 敬 尊 重 塾 側 聴(p.303Z∠14.16)

[qo]p k6ηOl「 専 心 」:cf qop心 一in atasadar quan蓉i'im pusar tep「 専 心 に観 世

音菩 薩 と名 称 す れ ば」(庄 垣内1982p.48).

L1.2 SI Kr.1/159  横28× 縦14.5

内容 は 「大 正大蔵 経 」第二巻 『雑 阿含 経巻 第 四十 二』pp.304a-306c(『 鷹施経』

『明冥経』『石 山経』『闊砥羅経』『七王経』『喘息経』)に 収 ま る.

文 字 転 写

1) /〃twqde///

2)/〃mys//y,yyyn::yrp mn〃/

3)///y量nklwq l'yytdynk異11―1'sytyq'wl ym〃/

4) /〃lyq'dr'm t日ys t'kwytwk t'策 1 i l 。'r'lt/〃

5)〃/rdwkd's'rynm'd'cy U【llntlqゾn's'ncysqw t'賞Ill。w〃/

6)〃/clワk tl qwrqln swykdlcy運111qylyc s'lyp qyryp c'/〃

7)〃/myn twt日wykdyr pyryp U 目 "d'yn ywl yn Iw〃/

8)〃/kd璽msyz qyrymsyz l'r ql堪 ― ― ―Iwcwz yn'wnk'y yn pwyln〃/

9)〃/d日91yq l'r nynk s「m'k llr nynk twypyndl行 人ywlqy 1/〃

lo)〃/疏11ilrwk"lyp kwyrp'Ilnyp:p'ltwrwp kwyrp'1'nyp ym'tyr高 〃/

ll)/〃t'〃/m//r y'qmys〃lk・ …   pwyln Idkw qylync lyq"qyn〃/

12)〃/t>ry'wyklyp'1dy kwws y llsylyp・ …   yyt'r nyrvln lyq twys wk///

13)〃/nynk爲 人ywmwscy lryp登 ―H'㎜n q'"qdynyp"t q'"dl/〃

14)〃/rry yr'q Ilry'yyyn濯 … ― [ l c'kr'v'rt q量n 1'r nynk twyrws〃/

15)〃/11y'ncynklyq磨yyr k璽tyr'yw磨y'ncyp大i1【"rtwqr「q q/〃

16)〃/"董qd,cy ywq'dtwrd'cy人 道y'nkwq"2 wny Ilp pwlqwlwq〃/

17)/〃,wyrky kysy I'τyk plsl,yw:q'm'q kysy 1'r nynk plsy plstynk///

18)〃/qw lロ ―q,m,q kysy 1'r nynk lys yn kwydwkyn ym目 l I 1'ync/〃

19)/〃dl swyz llywr mn経 ― ― ―'yr pls1'ywr mn typ以 言 〃/

20)/〃qw}wq s'vyq yml tyr無 有 自 在pwlm聖z lrk twyrk'wyz「///

21)/〃q'ry"nydylt q'm'q'yklm「k'mk,k twrq「q lrwr l l口 yr't,cy y曾pyn〃/

22)〃/pynd,cy,rs,r(・ …  )qlty"nydylt'rwr q量rym'q'yk1'm'k lyk'mkl///

23)〃/,wysyrk,nyp決 駐wtqwfql'nmlqwlwq'wl當 ― ―[kwyrwp"dy〃/

24)〃/synkl t,ky slvkwlwk t,pl,qw lwq lrm'z:y'n'trk tvfq(or q)lwl///

25)〃/1,ryk量 量d璽rryqk「zdwkdl l I l'wqlnyllsyqInyn'wz〃/

26)〃/1v轍w,ltyrd,qlly pwlwr見 【 ―lswyz Pmys yn kwyrtwk t'k'z〃/

27)/〃/yml寧 交 契 ― ―iyyncwnvp'yst'p p町 ㎞lk sln'mlq'野z ym〃/

一150一



28)//'/twyrlwk kwys'ncyk l'ryk言 ― 目s'v swyz swyz l'dwkd'pyl〃/

29)〃/ynt'ky s'qyncyn有1目p'r ywk'rw't―wyz lwk kysy///

30)///判1'fyrt m'dymz各111'wynkyn'wynkyn kwnkwl k'y//s〃/

31)〃/各 ― ―1'wynkyn'wynkyn kwnkwl wnkwz l'rk'y'r'Sy'yyyn我lll〃/

32)〃/'yncyp t'pc's'vyk c量pwlwr有 目 ―kym q'yw kysy l/〃

33)〃/'wz'kwnkwl ynt'ky kwysws y g'nmys'rs'r央 伽/〃

34)///m//k't'yl d'ky tynlq l'r nynk'wykrwnc yn yyq///

35)///c'c'k …  "ryg swyz wk kyrsyz…   kwyn tnkry'y///

36)///pwrymysy kwydymysy t'k'yl l'r t'・ …  '///

37)///kwycyn ・ …   'wlwg pylk'pylyk lyk kwyz///

38)〃/kyn twn wq:yyvll yml tyr氣111/〃

39)///1'r'yncyp'wykyn pyr'wclwq gylyp///

40)!〃yz yn lwyz yn ymHsyrk'mys!!!

41)〃/yk yvl'ql'nmys'wyzワ 〃

42)///1'rnyok twrdwgd'///

43)〃/旧tτvyソ 〃

翻 訳 と 注

1)///twgd'///2)///mys//y eyin::yrp mn///

 「・ ・に 随 つ て 、 堅 固 に我 れ 」 漢 文 の ど こ に対 応 す る の か 不 明.

3)/〃yaoluq ayitdio異 ―1―azl粧 ∀ol ym[臂〃/

 「汝 は 間 違 つ て 問 う た.誤 りで あ る.復 た 」

 大 王 此 是 異 固 所 問N施 何 庭 此 問則 異 復 問施 何1 得 大 果(p.304a 11.5-7)

azi鞠 くaz「 迷 う」-lt(taus.)諏(dev.n.)=r迷 わ せ る こ と、誤 らせ る こ と 、誤 り」

こ こ で は 「則 異 」 の 「異 」 に 対 応 して い る,

4)[alplanmaq]―1�臈r舂-t臺S-t臾��―t芻� ― ― ―al alt[a∀-ta]〃/5)///[k�

rd�d舖arinm註daごi II―anta∀y舅舖anごi蓉 冒u-ta賞 目 16[g]/〃

 「武 の芸事 にお いて 、策[に お い て]、 … 観た とき に忍び ない もの、若 しは

刺 合 うこ とにおい て …  賞 す 」

 年 少 幼 稚 柔 弱 端 正 膚 白 髪 黒 不 習 武 藝 不 學 術 策 恐 怖 退 弱 不 能 自安 不 忍 敵 観 若 刺

若 射 無 有 方 便 不 能 傷 彼 云 何 大 王 如 此 士 夫 王 當 賞 不 王 白佛 言(p.304a11.9.13):

cf. alplanmaq 「猛 々 しい こ と」 こ こで は 「武 」 に 対 応 す る:cf.ﾘ2p.108.

臈r舂は 「藝 」 に 対 応 す る:osnamaq臈r舂「 技 藝 」(庄 垣 内1985 p.69).

6)〃/猷dg-ta qwrq'n s6kd猶 運 ― ―lqf範sahp qi卯6a[rigコ//

 「軍 に お い て ・戦 う も の 、・ ・犬 を運 ん で軍 を 」

此國集軍臨職翻時有婆羅門童子 …  勇健無畏苦戦不退安住諦観運犬能傷能
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破 巨 敵(p.304a1∠17-20)

qwrq'nは 不 明.

7)//[註dra]m-in加ta 6gdir behp― 目Iata―ln yo1―in 6[gdir be㎜ 翫]〃/8)〃/[6]

ktamsiz qirfmsfz-lar-qa〃/

 「そ の 功 を と つ て 賞 を 与 え て 、 名 や 素 姓 で ・ ・無 勇 の 者 に賞[を 与 え ず]」

 随 功 重 加 賞 不 賞 名 族 冑 怯 劣 無 勇 者(p.304b 1〃―8)

 銭dram tutaは こ こ で は漢 語 「随 功 」 に 対 応 して い る が 、 「就 功 能 」 を 訳 した

例 も あ る:c£bir6k adram tuda adqanVularqa tagma㎞iO adi bolur tagmak tep「 若

就 功 能 到 境 名 至jm加 盈 塘np.110 Zn 501―1502, p.188 note. δktam訂z q削msiz

「無 勇 者 」。qirimsfz〈qlr・"to reak, smash annihilate"(EDP7 p.643a)-fm(d.鱒erb)-sfz

(privative).

8)〃/堪  l I l uごuz―in o夏〕ay―in buyan-[h∀tad冒la∀-f∀berur] 〃

 「容 易 く福[田 を 与 え る]」

 族 冑 錐 卑 微 堪 爲 施 福 田(p.304bZ.11)

 「堪 え る」 に はu加z―fn oηay-in「 容 易 く」が 当 て られ て い る. buyan―li∀t頒 ∀la∀

「福 田 」:cf血 がv診功3Hp.259。

9)/〃dl a靱 一lar-nig samak―lamimUpinda行 人yolqi-1[ar]//

 「林 野 の 際 に お い て 、・ ・行 人 」

 人 表 林 野 際 穿 井 給 行 人(p.304b∠14)

10)/〃 疏IlIarUk alip k6rpal亘nip:balturup k6rpalanip yma ter

 「疏 は 育 つ て 」

 普 雨 於 壊 土 百 卉 悉 扶 童 禽 獣 皆 漱 喜 一 ・ ・(p.304b 1え18,lg)

  balturup k6rpalanip yma ter「 育 つて と も云 う」 はahp k6rpalanip「 得 て 育 つ

て 」を訂 正 した 文.翫nk"sotone倉uit"(EDP7p.222)を 「疏 」に 当 て て い る. baltur-:

cf kUn㎞niりa Usta1Ur balur"inclease and are in重ensified ffom day to dayl,価DPτ

P330). k6rbalan― :cf ot k6rpalandi"The plant sprouted late"(Dankoff 2 P.253

no532).

10)高 〃/11)/〃[tafl》la∀]―ta [ya冒]m[u]r ya》mi§ [t]ag ・ …   buyan adgU

qi翌n～5-h冒 aqin///12)///[乞d―i] tavar-i{1klip atf kUUs-i語ilip ・ …     yetar nirvan-li》

t〔i話―Ug/〃

 「田 に 雨 の 降 つ た 如 し、・ ・功 徳 業 の 流 れ が ・ ・財 が 増 え て 名 声 が増 し、・ ・

浬 藥 の 果 を 得 る 」

 高 唱 増 漱 愛 如 雷 雨 良 田 功 徳 注 流 澤 浩 沿 施 主 心 財 富 名 稻 流 及 浬 葉 大

墨(p.304b 1∠23―24)

13)/〃 ―nynk爲 人yumu§ ご1加p登lUorun-qa a∀tinip at―qa atl[anip]//

 「下 賎 の 人 で あ り、・ … 床 に登 つ て 馬 に 跨 り」
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亦 復 爲 人 下 賎 作 使 ・ …  讐 如 有 人 登 床 跨 馬從 馬 昇 象(p.304c 11.9-19)

yumu隙"messenger, servant"(EDPTp.939b)は 「下 賎 の 人 」 を 表 す.

14)///1'ry yaray-lar�yin灌 ― ― ― ～三akravart xan-lar―niηt�i.is[i]///

 「宜 しき に随 っ て 、・ …  転 輪 王 の 法 は 」

 随 宜 善 供 給 ・ …  彼 灌 頂 王 法 人 中 自在 精 勤 方 便(p.304x1.16-bZ.10)

6akravart<<Skt.cakravartin「 転 輪 王 」 こ こで は漢 文 の 「灌 頂 王 」 に 対 応 す る.

「灌 頂 王 」 に は 大 正 の 注 記 にKhattiyamuddh� ,vasittar緞 anが 当 て られ て い る.

15)/〃ayan6igli∀ 磨i yer-ka tir艙�【an6fp大 ―iiartuqraq q[orqin6]〃/16)

alqda6i yoqatturda蕊 人 道ya(1)ηuq ahnl alp bu1四luq/〃

 「信頼 で き る もの ・ …  地 を磨 い て …  磨 い て ・ …  大 恐 怖 …  尽

き るもの …  人道 は得 難 い 」

 有 信 有 縁 未 曾 虚 妄 ・ …  我 見 石 山 方 廣 高 大 不 断 不 壊 亦 不 欲 壊 磨 地 而 來 衆 生

草 木 悉 皆 磨 砕 大 王 於 意 云 何 如 是 像 貌 大 恐 怖 事 瞼 悪 相 殺 衆 生 運 壼 人 道 難 得 當 作 何

計(p.305b11.12-20)

ayanごiηli∀はayanごaηh∀ 「敬 重 もて る」 の 誤 りで あ ろ う.こ こ で は 「有 信 有 縁 」

(信頼 でき る者)に 当 た る.tir艨¥y�ﾍ 漢 文 の 「磨 」 に 対 応 して い る:cf. tir艾�"tO

prop up"tir膣-"quarrel"(D鋤ko鉦3p.191)yan6-ipも 「磨 」 に 当 た る:yanご 一"to

crush, trample on"(EDPTp.944b).

ya(1)quq「 人 間 」 はy'nkwqと 綴 られ て い る.1の 位 置 の ヒゲ の 欠 落 と考 え られ

る.

17)〃/6rki kili-1舐ig baslayu:gama leisi-1舐―niO bas�a§tiη[i]〃/18)〃 ∀u t― ―l

gama kisi-lar-niりi5-in k��in ym� ― ―H in6[a]〃/19)[6d]d舖6z―1艙� mn

経}― ―ayar baslayur mn tep以 言/〃20)[arta]yuluq(?)savl∀ym舩er ms有 自 在

bolmaz舐k turk�一�///

「高位 は人 々 を率 い て、衆 人 の頭 首、…  衆 人 の事務 を も …  當 に …

(閑)時 に我 は言 う、…  我 は経営 す る と、言 を害 す る(?)と もい う。・ ・

・自在 におい て(有 る こ と)無 い」

 灌頂王位爲衆人人首堪能 自在王於大地事務衆人當須螢理耶王 白佛言世尊爲復

閑時言灌 頂王位爲衆人首王於大地多所経営以言團言以財 ―醐財以象腐像 以車1翻車

以歩展歩當於爾時無有 自在若勝若伏(p.305b1.24-cl.1)

 ba甜 η"leader":cf.Erdal l p.156。 「王 於 大 地 事 務 衆 人 當 須 螢 理 耶 」 は 「大 地 の

事 務 の 衆 人 に 王 た れ ば 当 に 須 く螢 理 す べ し」 を表 し、 ウ イ グ ル 文 と は 異 な る.

「世 尊 爲 復 閑 時 言 」 と い うの は 世 尊 の 言 で あ る の で 、s�l艙� mnと1人 称 が

立 つ の は お か しい.ayarは 本 来 な らayur. ay―basla一 は こ こで は 「経 営 」 を 表

す が 、 こ の 語 が 漢 語 の 「整 御 」 を 指 す こ と も あ る:cf. ye丘i漉ag ay-da6i

basla―da6flamiηulu∀elig ulu§u∀bulmi蓉}am幻 「整 御 天 下 得 大 國 土 」(庄 垣 内1982
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p.194no.19.21.6). [arta]yuluq(?)savi∀ym舩erは 訂 正 文 で あ る.ウ イ グ ル 文 中

の 「自在 」 は 「在 自」 に 返 り点 を 付 け て表 示 され て い る.

21)/〃gari anityat gama igl(�)m臾舂g臾 tur∀aq舐� l[1iyarata猷yapin

[ta6i]〃/22)[ya]pindaごi arsar ・ …  qln an�yat舐� garimaq igl舂臾-lig舂g�

[k-lig]//

「老 、 無 常 、 す べ て の 病 苦 は 常 で あ る.・ …  建 立 す る も の … 建 立 す る

も の は …  謂 ゆ る 無 常 は老 病 苦 ・ ・で あ る 」

謂 悪 劫 老病 苦磨 迩 衆 生 ・…  建立清浮 信(p.305c 11.14-16)

22行 目以 降 は それ 以 前 の文 の訂 正 文 と考 え られ る.た だ し、 この漢 文 に続

く頒 で は 「悪 劫 老 病 死 常 磨 蓬 衆 生 」 が み られ る の で 、 「謂 悪 劫 老 病 苦 磨 蓬 衆

生 」 は 、 「謂 悪 劫 老 病 苦 常 磨 遙 衆 生 」 の誤 写 の 可 能 性 が あ る 。anityat<<anityat�

「無 常 」

23)〃'/�irk舅ip決od∀uraqlanma》uluq ol當 ―11k�� ad�rt�]〃/24)―synk。 t臠i

                                 .s舸g�1� taplayu-luq舅n艘:y舅舩rk tvraq�1[g�1臠�1�///25 alqu舂g臾-1舅g

ada―iad∀k艘-d�d�11―u∀an-in si∀an一��〃/26)�r臑d�tlay al�olur見 目[

s6z-1舂is-in k�l�-t臾艘///27)一[d臂〃//ym舩er交 契 【11yin6urup ist舊

b�m臾 sanamaq� ym[臂//

 「親 近 して、…  決 す るべ きで はない、…  観 察 して、…  にま で慕 うべ

きで は な い.ま た速 や か に量 るべ し …  、諸 々 の苦 難 を経 た とき、… 堪

能 に して 自 ら …  則 ち分 け得 る.説 い たの を見 た とき …  と も言 う.交 契

計校 す る こ とは 自 らま た」

 不得他心智故且當親近観其戒行久而可知勿速 自決審諦観察勿但絡慕當用智慧

不以不智経諸苦難i堪能 自弁交契計校眞儒則分見説知 明久而則知非可卒識(p.306a

11.2-6)

 漢 文 と ウ イ グ ル 文 は 内 容 に お い て か な り の 違 い が 見 ら れ る,�irk舅-ip:

�irk舅一 はTT皿 に 現 れ る:�irk舅t[101s]yomg��1'you have regarded them all

as your ownll(Erdal 2 p.611).ま た 『慈 恩 伝 』 に は�irk艾� が 現 れ る;t� isim(i)zd�

aralap samt[so]a6arika yUkηali boltumuz bizini�irk舊 6ziηa tarta y(a)rl�amaq

��(R�rborn 1991 pp.132-13321.1517-1520)こ れ は 漢 文 の 「作 因 事 隙 遂 得 参 奉 曲 蒙

接 引 」(5)に 対 応 す る.R�rborn(1991 p242 note l 519)は�irk舊に 漢 文 の 「蒙 」

を 当 て て い る が 、 む し ろbizini�irk舊 6zi雛tartaで 「接 引 」 に 対 応 す る も の と

考 え られ る.こ の ウ イ グ ル 文 は 「我 々 を親 し く 自 らに 引 き つ け て(下 さ る こ と

で)」 と訳 す べ き で あ る.い ず れ に して も意 味 の 決 定 し難 い 単 語 で あ る 。 こ こ

で は漢 語 の 「親 近 」 を 指 す も の とい え る.ウ イ グ ル 文 中 の 「當 」 は 「審 」 の 誤

(5)『 大 慈 恩 寺三 蔵 法 師 傳 』 中華 書 局1983北 京p.159.
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りで あ る.k6r-Up ad�rt一�]「 観 察 して 」:cf.庄 垣 内(1985 P.92). y舅舩rk tvraq�1

[g�1臠�1�]「 ま た 速 や か に 量 る べ し」 は 漢 文 の 當 用(智 慧)「 當 に(智 慧 を)

用 うべ し」 に 当 た る も の と考 え られ る.uyan一� si∀an―�は 漢 文 の 「堪 能 」 に

対 応 して い る 。u∀anは"mighty"の 意 味 を もつ:c£Erdal l pp.383-384. si∀anは

u冒anと 二 詞 一 語 を な す も の と考 え た い:si∀an<S1― 「破 壊 す る 」 ―y an(d.v.n.)一�

(lnsu.)。 yin6Ur―� ist艾麪:yin融r―ist艾� は 「推 度 す る 、決 め る 」 の 意 味 が あ る:cf.

Tattv縒th紵I p,403b.こ こ で は 漢 文 の 「交 契 」(交 わ る)に 当 て られ て い る 。

28)〃[be引tUrl怠g kUsan6ig-1舐ig言 ― ― ―sav s� s�-1臈�d臙il[g臙ilig]//

 「[五]種 の欲 を … 言 を説 い た とき智慧 」

捨 其被 服 還 受 五 欲 是故 當 知世 尊 善説慮 與 同止観 其 戒 行乃 至言 説 如 有 智慧(p.306a

11.10-12)

29)//[k6ηUl]-int臾i saqinごin有 ―i―bar y�舐�t'�-1� kizl膽g]〃

「心 にあ る考 えを、 現身 もて る秘密 が ある」

不磨暫 相 見 而 與 同心 志 有現 身ri密 俗 心不 敏撮(p.306a ll. i4-15)

30)〃/判ad�t(1)arnad�z

「我 らは 判 じな か つ た 」

 我 等 人 人 各 説 第 一 寛 無 定 判 ・ 一(p.306a11.25-26)

30)各H―6ηin 6ηin k6ηu1-ka y[ra]獣i]///31)各Il1�in 6ηm

k6gUl-UηUz-1舐k� V..yarasl eyin我 ― ―1〃/32)ln6ip ta湾a s舸ig一 甑bolur有 ―li

kim gayo ki5i-1[舐]〃/33)�―a k6UU1―int臾i k��―i qanmi§舐s舐

 「各々の意 に適す るものに随って …  このよ うに愛するほ どになる …

もし人々 …  において心にある願いが満 ちたな ら、」

各随意適我悉有餓説以是因縁我説五欲功徳然 自有人於色適意止愛一色漏其志願

厓.30611.4-6)

 「各 随 意 適 」 に 当 た る ウ イ グ ル 文 は 重 複 し て い る.

33)央 伽 〃/34)///m[a]gat el―d舁d tfnl冒一lar-niη6grUnご 一in y�[ip]///35)〃/[len xua]

ごaごak…  a且 ∀s�� kirsiz…  k� tari e[yin]/〃36)〃/burim���imisi t臠

el―1㌫一t� ・ …    ///37) 〃/[bilg臙ilig-lig]㎞15in ・ …     ulug bilg臙ilig-lig k6z/〃

 「摩端 国にい る衆生の慶びは集 ま り、…  蓮華 …  清浄 で蝦繊 のない ■■

・日光 に随つて …  国々に薫つた如 く …  慧力を …  大慧眼」

央伽族姓 王 服珠理路 鎧 摩蜴衆慶集 如來出其國 名 聞普流布 猶如 雪山

王 如浮永 蓮華 清浮無蝦薇 随 日光開敷 芥香蕪其國 央 者國明顕 猶如空

中 目 観如來慧力 如夜然炬火 爲眼爲大明 來者爲決疑(p.306�11.15―22)

 ulu∀bilg臙ilig―lig k6z「 大 慧 眼 」ﾘ「 大 明 」.

38)〃/kyn ton-uy:yiv舁 ym舩er氣1― ―〃/

「・ ・の 上 着 を 、 上 質 の と も い う.」
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今 七 國 王 遺 我 七 領 上 衣 …  稽 首 佛 足 退 坐 一 面 氣 息 長 喘(p.306b1.27-c1.4)

yiv�1はton「 着 物 」 に 先 行 す る〃kynの 訂 正 形 式 と して 掲 げ られ て い る.こ の

単 語 はTugusheva(1975 p.941.14)やKudara/Zieme(1983 p.286 note 24)に 現 れ 、 前 者

は"narj adnyi"後 者 は"sanft"の 意 味 を 与 え て い る.と くに 前 者 はtonに 先 行 して

現 れ る:q(a)ma∀k雌g qorqa bir sim(i)zqoy(�)nbir qap adru bor tso su burgan―qa

yiv舁 ton birz-Un. こ の 文 のyiv�1は 実 際 に はyivilと 転 写 され て い る が 、 Erdal

(1991,1p.332)の 指 摘 どお りフ ァ ク シ ミリ で はyiv瓠 と 読 め る.こ こで は 「七 領 上

衣 」(七 着 の上着)の 上 着 に 当 た る.こ の 上 着 は 漢 文 で は 「七 宝 上 衣 」 と して も

表 され 上 質 の も の で あ る が 、な お 意 味 の 確 定 は む ず か しい.こ こ で は 「上 質 の 」

と して お き た い.

39)〃[kisi]―1舐 in～lip�in bir udug g�1�〃/

「人 々 は 當 に繋 念 して 」

人 當 自繋 念 毎 食 知 節 量(p.306cl.8)

6gin bir uごlu四f1― 茎p「念 を一 先 もて る もの に して 」=「 繋 念 して 」

40)///[6]z-in 6z―in ym註舖irg舂is〃/41)///yk y(a)vlaq董anm� �― 田〃42)//乃 聖r-nynk

turdugda!//43)///"'twy'///

 「各 々 をまた惜 しん だ …  悪 をな した こ とに よ って …  の 生 じた とき ・

日 ・」

40行 以降 の文 が漢 文 の何処 に対応 してい るの か不 明 。

1.1.3SI Kr.1/164 横6.Ocm× 縦5.5cm

 内容 は 「大正大蔵経」第二巻 『雑阿含経巻第四十二、四十三』

まる.

p.310bcに 収

文 字 転 写

1)///gwrwg ywwl wq///

2)///'dkwdY YYgYnm'q k///

3)///wz gwrwg kntw'wyz y///

4) ///kytyt n twyp l'ryk . . . .///

5)〃p以llIpylk'pylyk'w///

6)///量 習ll―t'kynm'kd'///

7)〃m,k,wyklyp"sylyp〃

8)///m'gl'ryg pw///

9)//////m'dym'n///
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翻 訳 と注

1) 〃/quru∀yuul-u∀ 〃/

 「空 の 泉 を 」

 猶 如 老 鵠 鳥 守 死 於 空 池(p310b∠1)

2)〃/adgU廿y甲nmaq k[az翫dmak]〃/3)〃/[yoqs]uz quru》 ㎞tU 6z―i///

 「善 く摂 護 す る こ と … 空 し く 自 ら」

 依 於 善 撮 護 及 修 繹 功 徳 随 力 而 行 施 銭 財 及 飲 食 於 群 則 眠 畳 非 爲 空 自

活(p310b〃8―10)

4) 〃/[i]kitin tUp―1arig ・ 。 ・ ・/〃

 「二 辺 を 」

 若 知 二 邊 者(p.310b∠20)

加pが 「邊 」 に 対 応 す る:c£alqu yUgarU uqmaqlarnfηtUp―indaki「 諸 現 観 辺 」

(距'△2万ア'乃互II n375a).

5)//p以 【 ―}bilga bilig U[z-a]//

 「智 に お い て 」

 云 何 思 以 智 知 以 了 了(p,310b∠24)

6)〃/'習Hitaginmak-d…V//7)///[avir]mak(?)Uklip a蓉ilip/〃8)〃/[tfnla]

maq―la鞠(?)bu///

 「受 け る こ と で … 転(?)増 長 して 」

 受 是 其 中 愛 爲 縫 紙 習 於 受 者 得 彼 彼 因 身 漸 韓 増 長 出 生(p,310cm-3)

1.2『 長 阿含 経 』(6)

L2.1 SI2Kr l8

 巻 子本 断片 で 、裏 面 に は漢文 『金 剛般 若波 羅蜜経 』 が書 かれ てい る.こ の漢

文 は 「大 正大 蔵経 」 の第8巻p.750b砲7-p.751bn6に 相 当す る.

 表 面 ウイ グル 文 の 内容 は2部 に分 かれ 、前 半部 が 『長 阿 含経 』 で あ る.「 大

正 大蔵 経 」第1巻 『長 阿含経 巻 第一(大 本経)』PP.2a―3cお よびP.10bcに 収 ま

る.内 容構 成 は ウイ グル 文 『阿含 経 』 の 中ではむ しろ変 わつ てい る.す なわ ち

引用 ウイ グル 語 は樹 木 を表 すs69Ut「 樹 」 を除 け ばす べ て サ ン ス ク リ ッ トか ら

導 入 され た語 彙 で 、 しか も漢字 漢語 との対 におい て書 かれ て い る.こ れ に類 似

す る ものはKudara/Zieme(1983)の テキ ス トCとDに み られ(7)、や は り 『長 阿含

(6>こ れ ま で に提 出 され た 『長 阿 含 経 』:Kuda蜘Zieme(1983ABCDE), Kudar訂Zl㎝e(1995Q), Sh6gaito

(1998Kr IV 298).

(7)テ キス トCに は ブ ラー フ ミー 文 字 の傍 注 が あ るの で2Krl8と は構 成 が 異 な る.
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経』 である.た だ字体や全体の体裁か らみてそれ らと同一文献 の断片である可

能性 は少ない.本 断片のサンスク リッ ト形式は語末の特徴か ら判断 して、基本

的に トカラ語 を仲介 した、ウイグル語 としては通常の形式であるといえる(8).

これ までに提出された 『長阿含経』テキス トにおいてはKudara/Zieme(1983)の

テキス トAが 本文の21行 目～22行 目に重 なる.た だ し、抜粋部分は大き く

異なつてお り、わずか 「無熱天」を表す一語のみが対応 している.一 方、本断

片の後半部は祈願文で 『阿含経』の内容 とは直接の関係 をもつていない.

文 字 転 写

1)大 本 経m量q>d'n'swdwr拘 利 若k'vy'dyny波 波

2)羅 樹p'dlly swykwt分 陀 利 樹pwnd'ryk swykwt娑 羅i

3)樹sT swykwt 利 沙 樹 §yly§swykwt烏 暫 婆 羅 門

4)樹'wdwmp'r swykwt尼 拘 律 樹nykrwt swykwt鉢 多 樹

5)pwdy swykwt鷹 茶k'nty提 舎tyly阿 毘 浮PYPW三 婆

6)婆s'np'vy扶 遊Swrwny欝 多 羅'wtlry薩 尼s'nc'vy

7)毘 櫻vydwly野 藥 那pwc勢vr欝 多 棲'wd,r提 舎ty§y

8)婆 羅 婆plr,tv'cy舎 利 弗S'rypwtry目 連mwtkwl'y'ny元

9)憂"Swky忍 行ksy m'nk'ry寂 滅'wp's'nty善 畳

10)p'dyryky安 和sv奮styky善 友srv'mytry阿 難"nlnt

ll)方 贋sws'nvrlfsyklnty元 量"twly妙 畳swpr'pwdy上

12)券 勝pr量twp。nw導 師s丘'v'qy進 軍vycydlsyny

l3)羅 喉r量qwly盤 頭p'ntwmy盤 頭 波 提

14)plnUw'ty盤 頭 波 提p'ntwm>ty明 相"rwny光 曜

15)pr'p>dy光 相rwn>ty善 燈swpwr'dypy稻 戒

16)lwtlly無 喩"nwp'my祀 得"ksyt'dy善 枝"nw

17)v'dy安 和ksymy安 和ksym'v't大 徳y'tnyyd'ty善

18)勝y'Swv'dy清 浄Swp'清 浮Swp>dy梵 徳prq

l9)m'v'ty財 主vy§'k1汲 毘kryky汲 羅 奈pi'n's

20)飯Swdwt'ny大 清 浮mqlm'yl迦 毘 羅 衛k'pylv'stw

21)無 造'prlq無 熱"t'p善 見swd'rs大 善 見

22)swd'rs'n究 寛k'nyst長 巻 第 二

(8)cf.庄 垣 内,「 古 代 ウ イ グ ル 語 に お け る イ ン ド来 源 借 用 語 彙 の 導 入 経 路 に つ い て 」(On the routes of the

loan words of Indic origin in the Old Uigur language)『 ア ジ ア ア フ リ カ 言 語 文 化 研 究 』No.151978 pp.79-110.

一158一



23)qwt qwlwnw t'kynwrmn t'ryqswn'wyc"qw nyz v'ny lyq kyr t'p'c'

24)1'rym:kwys'yw t'kynwrpyz pylk'ly cyn kyrtw twyswk pyldwrt'cy"gyqsyz"ryq

25)pylk'pylykyk'wndyn synk'r qwt qwlw kwysws'wyntwrw

26)t'kynwrpyz qylync lyq kyrlrym twp'wq q'lm'tyn

27)t'ryqz wn"z wn"z wn t"ws'ty pwdystv l'r ywry

28)ynt'ywryt'cy pwl'lym:gwt qwlw t'kynwrpyz twqqly"y'q

29)yn klmys"y'q q't'kymlyk twyswn m'ytry pwdystv nynk

30)tnkryt'm'ytwq'yc lww(?)sy nynk'ycynt'lyngw'

31)c'c'k'cyltwq t'yqyn p'ryp kwyrlym twyz wn m'ytry

32)pwdystv"nyn'wrwn l'ks'n yk'wrwn l'ks'n ynt'qy

33)y'rwqy pyz k"twyz wmwz k'pwyrwtwlm'k'yyq qylync

34)lrymz q'lm'tyn tllyqz wn:"n t, P's目wyz wlz wn pw

35)mwny t'k slns『r lyq klky藍k'twqytylmlyymz

翻 訳 と 注

1)大 本 経maxavadana sudur. <<Skt.mah�,vadaana-s偀ra.

1)拘 利 若kavyadini. 〈Toch.A kaunﾘnye<Skt.kaundinya(人 名).毘 婆 如 來

  棄 毘舎 婆 此 三 等 正畳 出拘 利若 姓 自鯨 三 如來 出干迦 葉姓(p.2a

11.190-22).

1)波 波 羅 樹patali s��. patali<<Sktp瓢ali. こ の 「波 波 羅 樹 」 か ら4行 目

の 「鉢 多 樹 」 の 樹 木 名 は 次 の 文 脈 の 中 に み られ る:毘 婆 佛 坐 波 波 羅 樹 下 成 最

正 畳 棄 佛 坐 分 陀 利 樹 下 成 最 正 畳 毘 舎 婆 佛 坐 娑 羅 樹 下 成 最 正 畳 拘 櫻 孫 佛 坐 利

{% 下 成 最 正 覧 拘 那 含 佛 坐 烏 暫 婆 羅 門 樹 下 成 最 正 畳 迦 葉 佛 坐 尼 拘 律 樹 下 成 最 正

畳 我 今 如 來 至 眞 坐 鉢 多 樹 下(p.2a1.28-b1.4)。

2)分 陀 利 樹pundarik s��. pundank<Toch.A p叫dank〈Skt.pundarl ka(「 白

蓮 華」)

2)娑 羅 樹sala s��. sala<<Skt.sala:cf.Toch.A s�,1

3) 利 沙 樹 蓉iri蓉s�iit. Siris<<Skt.Sirca.

3)烏 暫 婆 羅 門 樹udumbar s��. udumbar<Toch.A udOmpar〈Skt.udumbara(「 優

曇華」).

4)尼 拘 律 樹vigrot s��. nigrot<Toch.A nyagrot〈Skt.nyagrodha(「 棺 樹」).

4)鉢 多 樹bo(劦 s��. bodi〈Toch.A bodhi〈bodhi(「 菩 提樹 」).パ ー リ本:

assattha,梵 本:asvattha.共 に 「菩 提 樹 」 を 表 す:cf.平 河p.394 note 84.

5)癬 茶kandi. <<Skt.khanda. こ の 「寮 茶 」 か ら8行 目の 「目連 」 ま で は

七 佛 の 主 だ っ た 弟 子 名 で 、 次 の よ うな 文 脈 に現 れ る:時 毘 婆 佛 有 二 弟 子 一 名

鷹 茶 二 名 盤 諸 弟 子 中 最 爲 第 一P棄 佛 有 二 弟 子 一 名 阿 毘 浮 二 名 三 婆 婆 諸 弟 子 中
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最 爲第 一 毘舎 婆佛 有 二弟 子一名 扶遊 二名 欝多 摩諸 弟 子 中最 爲第 一拘 縷孫 佛 有二

弟 子一 名 薩尼 二名 毘棲諸 弟子 中最爲 第一 拘那含 佛 有 二弟 子 一名 野繋 那 二名欝 多

縷 諸弟 子 中最 爲第 一 迦葉 佛有 二弟 子一名提 舎 二名 婆 羅婆 諸弟 子 中最 爲第 一今 我

二弟 子 一名 舎丞1弗二名 目健 連諸弟 子 中最 爲 第一(p.2c1.24-3a/.6).

5)提 舎tisi. 〈Toch.B tisyeくSkt.tisya「 質含 」

5)阿 毘 浮abibu. <<Skt.abhibh�

5)三 婆 婆sanbavi. <<Skt, sambhava

6)扶 遊Suroni.

6)欝 多 摩utan.

6)薩 尼san6avi.

7)毘 櫻viduri.

7)野 桑 那bu6話iv(a)r.           「箭 業 那 」 は 「転 輪 」 と訳

さ れ る こ と が あ る:平 河p.397      転 輪 王 の 名vara―kaly縅a(荻 原

pp.1173-4)のvaraがb蛭 蓉i v(a)rのv(a)rに 当 た る と考 え た い.

7)欝 多 櫻utar. 〈Toch.A uttar〈Skt.uttara

7)提 舎tisi. <<Skt,tilya「 質 那 輪 」

8)婆 羅…婆 baradva～5三.  << Skt,bharadv亘j a

8)舎 利 弗Sariputri. くToch.A S舐iputtr艨qSkt.S疵iputra

8)目 連modgulayani. <TochB maudga1虫yane〈Sktmaudgaly⑳ana

cf.Toch.A modgaly繦am

8)元 憂as oki. 〈Toch.A asokくSkt.a≦oka.

 こ の 「元 憂 」(無 憂)か ら10行 目 の 「阿 難 」 ま で は 七 佛 の 常 随 の 弟 子 名 で 、

次 の よ う な 文 脈 に 現 れ る:毘 婆 佛 有 執 事 弟 子 名 日 塞 憂 棄 佛 執 事 弟 子 名 日墨

行 毘 舎 婆 佛 有 執 事 弟 子 名 日 寂 滅 拘 縷 孫 佛 有 執 事 弟 子 名 日 善 畳 拘 那 含 佛 有 執 事 弟

子 名 日安 和 迦 葉 佛 有 執 事 弟 子名 日 善 友 我 執 事 弟 子 名 日 阿難(p.3a11.15-20).

9)忍 行k蓉i-mankan.<<Skt.ksemamk�,ra IC$1―mankanのVSの 右 傍 に は 一 点 が 記

され て い る が 、Skt.のSを 表 示 した もの か?

9)寂 滅upasanti. <<Skt.upas縅ta. 「w'p's'nty(upas anti)の 第 二 番 目の1に は

左 傍 に ○ が 付 い て お り、この1の 不 要 を指 示 して い る.

9)善 畳badiriki, くToch.A bhadrike〈Skt.bhadrika。

10)安 和svastiki. <<Skt.svastika.

10)善 友s(a)rvamitri.<<Skt.sarvamitra.

10)阿 難ianant. <TochA疣and〈Skt.疣anda.

ll)方 膚susanvratasikandi.<<Skt.susamvrttaskandha.

≪ Skt.srona

≪ Skt.uttara

≪ Skt.samjlva

<< Skt.vidhus

bu～三蓉i<< Skt.bhujisya.

一160一



 こ の 「方 膚 」 か ら13行 目 の 「羅 喉 」 ま で は七 佛 の 子 の名 で 、 次 の よ うな 文

脈 に 現 れ る:毘 婆 佛 有 子 名 日方 麿 棄 佛 有 子 名 日 無 量 毘 舎 婆 佛 有 子 名 日妙 畳

拘 櫻 孫 佛 有 子 名 日 上 勝 拘 那 含 佛 有 子 名 日導 師 迦 葉 佛 有 子 名 日進 軍 今 我 有 子 名 日

羅 喉 羅(p.3a1.27―b1.2).

ll)売 量atuli. <<Skt.atula r無 比 の 」(ﾘ「 無 等 」 荻 原P,26). 梵 本:

samyaksambuddhasy縟ula(平 河p,398 note l 41).

11)妙 畳suprabudi. 〈TochA supprabuddhe〈Skt.suprabuddha。 梵 本:

samyaksambuddhasya suprabuddha(平 河p.398 note 142).

ll)上 券 勝pratupanu.<<Skt.prat8,pana.「 券 」 は 点 線 で 囲 ま れ て お り、 不 要 を

表 す.

12)導 師s(a)rtavaqi. <Toch.A s瓦rthav翫k〈Skt.s翫rthav翫ha.

12)進 軍vi6itaseni. 〈Toch,A vijitasene〈Skt.vij itasena(集 軍)

13)羅 喉raxuli. 〈Tnr.h A r緝nlP<9唇 而h11・

13)盤 頭bandumi. ～Slα.bandhumat.

 「盤 頭 」 か ら20)の 「迦 毘 羅 衛 」 ま で は 七 佛 の 父 名 、カ ー ス トの 種 類 、母 名 、

城 名 な ど を 掲 げ て い る.ま ず 「盤 頭 」 ～14)「 盤 頭 波 提 」 ま で は 次 の 文 脈 に 現

れ る:毘 婆 佛 父 名 榮 頭 刹 利 王 種 母 名 葉 頭 婆 提 王 所 治 城 名 日 葉 頭 婆 提(p.3b

11.7-8).

13)盤 頭 波 提banduvati.<<Skt.bandhuvat丁.

14)盤 頭 波 提bandumavati.<<Skt.handhuﾘvati.

14)明 相amni<<Skt. arana.

 「明 相 」 ～15)「 光 相 」: 棄 佛 父 名 日 明 相 刹 利 王 種 母 名 光 曜 王 所 治 城 名 日

光 相(p.3b 11.11―12).

14)光 曜prabavati. <<Skt.prabh�,vat丁.

15)光 相arunavati. <<Skt.arun�,vati.

15)善 燈supuradipi. <<Skt.supradl pa.

 「善 燈 」 ～16)「 無 喩 」:毘 舎 婆 佛 父 名 善 燈 刹 利 王 種 母 名 稻 戒 王 所 治 城 名 日

".. CC(p.3b ll.15-16).

15)禰 戒utari. <<S㎞.uttard.

16)無 喩anopami. くくSkt.anopam�,.

16)7巳 そ尋   v・ags ldati.   << Skt.agnidatta.

 「祀 得 」 ～17)「 安 和 」:拘 櫻 孫 佛 父 名 祀 径 婆 羅 門 種 母 名 善 枝 王 名 安 和 随 王

名 故 城 名 安 王旦(p.3b 11.19-20).

16)善 枝anuvati。 ～Skt.dhanavati?

17)安 和ks emi. <<Skt.ksema.

17)安 和ks emavati. <<Skt.ksem縋ati.
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17)大 徳yatnyidati. <<Skt.yaj�datta.

 「大 徳 」 ～18)「 清 浮 」:拘 那 含 佛 父 名 大 徳 婆 羅 門 種 母 名 善 勝 是 時 王 名 清 浮

随 王 名 故 城 名 渣 塗(p.3b 11.24-25).

17)善 勝 … vyaS ovati. くToch.A yasova�<Skt,yasovati。

18)清 浮soba。 << Skt.sobha.

18)一マ青浄 sobavati.  << Skt.sobhavati.

18)梵 徳brxmavati.〈Toch.A brahm瓦vati<Skt.brahm縋ati「 妙 梵 」(焔 荻 原

p.g39a).1梵 徳 」 はふ つ うSkt.brahmadattaで 表 され る:c£ 平 河(p.39g note l67)。

c£Toch.A brahmada枕e.brxmavatiはbrxmadatiの 誤 写 で あ ろ う.

 「梵 徳 」 ～19)「 汲 羅 奈 」:迦 葉 佛 父 名 日梵 徳 婆 羅 門 種 母 名 日 財 主 時 王 名 汲

堤.王 所 治 城 名 波 羅 奈(p.3b1.29-cl.1).

19)財 主visaka.<Toch.A vis緻h縺qSkt.vis緻h�,

19)汲 毘kriki. <Toch.kr臾i<Skt.krkin.

19)汲 羅 奈baranas.<<Skt.b疵縅asi「 汲 羅 」は 「波 羅 」の 誤 写. c£Toch.A b疵d,nasi.

19)浮 飯Sudodani<<suddhodana:cf. Toch.A suddhodam.

 「浮 飯 」 ～20)「 迦 毘 羅 衛 」;我 父 名 浮 飯 刹 利 王 種 母 名 大 清 浮 妙 王 所 治 城 名

迦 毘 羅 衛(p.3c11.5―6)

20)大 清 浮mxamaya. <<Skt.mah緡繦�(大 清 浄妙).

20)迦 毘 羅 衛kapilvastu.〈ToGh.A kapil縋astu〈Sktkapilavastu.

21)無 造abrax.<<Skt. abrha. abrhaは 「無 煩 天 」 と漢 訳 さ れ る が 、 こ こ

で は 「無 造(天)」 と して 現 れ る.

 「無 造 」 か ら22行 目 の 「究 尭 」 ま で は 「五 浄 居 天 」(色 界 第四禅 にあ る五 つの

場所)を 表 す 二讐 如 力 士 屈 伸 曹 頃 我 以 神 足 至 無 造 天 第 七 大仙 降 伏 二

魔 無 熱 無 見 叉 手 敬 禮 如 書 度 樹 繹 師 遠 聞 相 好 具 足 到 善 見 天 猶 如 蓮

華 水 所 不 著 世 尊 無 染 至 大 善 見 如 日初 出 浮 無 塵 騎 明 若 秋 月 詣 一 究

童(p.10b1.21―cl.1).

21)無 熱atap. <<Skt.atapa(無 熱 天). Kudara/Zieme(1983 p.2761.3)で は

adap―taq�麝ar「 無 熱 天 に居 る も の ら」 と してadapが 現 れ る.

21)善 見ludars.<<Skt.sudr"sa, 漢 文 は 「善 見 天 」 とな つ て い る.「 善 見 天 」

に は ふ つ うSkt.sudar'sanaが 対 応 す るが 、 文 脈 か ら は 「善 現 天 」Skt.sudarsaに

当 た る:cf平 河(p.451note 130).

21)大 善 見Budarsan.〈Toch.A sudar'sam〈Skt.sudar§ana(善 見 天)

22)究 尭akanist. <<Skt.akanistha(色 究 寛天)

23)qut qolunu t臠in�mn ta百qzun U6 a∀u niz-van��1� kir tap6a 24)-lar-im:

  「俄 は)福 を求 む るに至 る.俄 が〉三毒煩 悩 の染 汚 を滅す るべ し!」

tap漁 はt,pc"と 綴 られ て い る.
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24)㎞sayU taginUrbiz bilgaliごin ker山t6zUg bildOrt梵i aqi∀siz a瑠25)bilg臙iligig

 「俄 らは)真 実 の性 を 知 ら しめ る 無 漏 清 浄 の 智 慧 を 知 る こ と を 望 む に 至 る 」

25)ond� s正ηar qut qolu k�� antUrU 26)t臠in�biz

  「(我 らは)十 方 に福 を 求 め 、 望 み を 上 らせ る に 至 る 。」

26)q伍n道 一h冒kirl舐im top oq galmat� 27)tariqz―un

 「(我 が)業 染 汚 は 全 く 無 余 に 滅 す る べ し!」

topはtolpの 変 化 形:cf.EDPT p.492-3. oq galmat�はyoq qalma伽 か も し れ

な い:c£ED1)Tp.895.

27)az-un az-un-ta uzat�odistv-lar yor�(∀)28)―inta yorita6i bolal�:

 「(我 らは)世 々 に 永 く 菩 薩 行 に 行 ず る も の とな りた い 。」

28)qut qolu t臠in�biz

 「俄 ら は)福 を 求 め る に 至 る 。」

28)tuWah疱av29J`"V-')-in k舁mic aya》-nan‐t與im]ia-一一a-一一一一a rAniin maytri hnrlietc・-n勾30)tnrirl舂..」....,.....

�uq iごluu(?)-s1-nfηi6inta lenxu-a31)～ 三a石ak a～質1tuq―ta

「尊 い聖 な る弥 勒菩 薩 の聖 な る内院 の 中で蓮華 が 開い た時 に 生 まれ て 、」

ayay� k舁mi5「 尊敬 で もつて来 た」 は続 くayay-qa t臠imligと とも に 「尊 い」

を表 現 した も の と考 え られ る.iごluu(?)は 内 院(兜 率天 にあ る内側 の宮殿 弥勒

菩薩 が常 に こ こにいて説 法す る とい う:c£ 中 村p.1031)を 表 す も の と推 定 で き る.

luu(?)はChin.楼 〈1臼u>の 音 写 形 式 か?

31)yaq� barip k�舁im t6z―� maytri 32)bodistv an� urun laks an-ig

「(我らは)近 く に 至 り、 聖 な る 弥 勒 菩 薩i(の)白 毫 相 を 見 た い 。」

an�は 一n�(gen,)の 誤 り と考 え られ る. uran<Skt.伹�,「 白毫 」.

32)unm laks an-intaqi33)yamqi biz-k臑t6z-UmUz-ka b廿rnt田mak ayi∀ qilinご34)

-larimz gahnat� tar�z-un:an-ta basa�一�z一�

 「白毫相 に ある光が我 らと我 らの身体に触れ ること(で)(我 らの)悪 業は無

余に滅す るべ し!さ らに断たれ るべ しU

 b���m臾の 後 に�一艨u ・ ・で 」 が 抜 け て い る と 考 え ら れ る.

34)bu 35)mun�臠 sansar-li∀k舁gin-k舩oq�ilmay�z

rこ れ この如 く 俄 らは)生 死 の流れ に揺 られ た くな い!」
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2. 『千字 文』

 梁 の周 興 嗣(470?-521)に よ って韻 文 につ く られ た 『千 字 文 』 が 中 国 だ けで な

く 日本 や 朝鮮 あ るい は モ ンゴル に伝 わつ た こ とは よ く知 られ て い る,一 方 、 ウ

イ グル にお いて漢 文 『千字文 』 が読み 書 き され て いた こ とは、ベ ル リン所 蔵 の

トル フ ァ ン収 集 品 中の漢 文文献Ch3716, Ch8152を 用 い た西 脇常 記 氏の研 究 で

明 らか に され てい る(9).ま た、 同 じ トル フ ァン コ レクシ ョンか らは ウイ グル 語

訳 『千 字 文』 の小 断片 も見つ か つてお り、P. zieme氏 の手 で研 究 され た(1D>.わ

ず か9行 を留 め るのみ で あ るが、 『千字文 』 の初 頭 部 分 に相 当す る.こ れ とは

別 にサ ンク トペテ ル ブル グに はか な り大 き な6断 片 が保 管 されて お り、そ の う

ち の4断 片(4BKr181,4bKr182,4bKrl85,4bKrl94)の 研 究 は筆 者 とアブ ドラシ ッ ト氏

に よってす で に終 え られ てい る(u).そ の後 今年 に入 つて新 た に2断 片 が見つ か

つ たの で ここ に提 出 した い.こ の2断 片 はSI 3Kr/l4とSI 3Kr/l5の 文 献番 号 を

与 え られ てい るが 、 も とは同一巻 子 に属す る断簡 で あ る.

2.1裏 面 漢文

 両断 片 とも実際 に は複数 の断 片 に分 割 され てい る.す なわ ちSI 3Kr/14は2

小 断片 、SI 3Kr/l5は3小 断片 か らなる.裏 面 は漢 文で 、 そ の内容 は 『摩詞 般

若 波 羅蜜 経 巻 第人』(大 正vol.8 p.279ab)あ るい は 『大智 度論 巻 第五 十五 』(大 正

v・1.25pp.455c-456a)に 相 当 してお り、 この漢 文 の 内容 を利 用 して これ ら5枚 の

小 断片 は簡 単 に結合 で きる.今 この5小 断片 に仮 に次 の 下位 番 号 を与 えて漢 文

面 を結合 して み る.

SI 3Kr/l4-(イ)

SI 3Kr/14-(ロ)

SI 3Kr/15-(イ)

SI 3Kr/15-(u)

SI 3Kr/15―(ハ)

(9)西 脇(1997)pp.98-110.

(10)Zieme(1999).

(11)Sh�aito,M/Abdurishid Yakup;Four Uyghur Fragments of Qian-zi-wen"Thousand Chazacter Essay". Turkic

Languages(Hanassowitz Verlag)に 掲 載 予 定.
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図2

SI 3Kr/15-(イ) SI 3Kr/14―(イ)

SI 3Kエ/15陶 (ハ)

表面の ウイグル文はこの漢文を裏返 して左か ら右へ行 を逐 うこ とになる.

2.2ウ イ グル 文

 ウイグル文 の内容 は 『千字文』第1句 「天地玄黄」か ら第31句 「遽遽壷膿」

の内に収まる�)。各句の構成は一定 していないが、大凡 は次の2種 に分け られ

る:

 (1){漢 語 音 写 形}―{ウ イ グル 語 訳}:ex. sai 6uO qai ko qavla-1ar-ta ay�-li》

bold珂aytsi yig siりir bilan.  「菜 重 芥 蓄 」

 (2){漢 語 音 写 形+漢 字}一{ウ イ グル 語 訳}:ex.瓢6i文 字as nu―6 a yaratip

uをikごiz一�.    「始 制 文 字 」

(12)『 千 字 文 』 の 漢 文 と和 訳 、句 番 号 な どは 、小 川!木 田(1997)を 使 用 した.
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 使用 された漢語音写の形式は、ウイグル文字表記 された漢文仏典にみ られ る、

いわゆる 「ウイ グル漢字音」の音体系 に適合す るものである('3).その主要特徴

を以下 に掲 げてみたい:

 (1)中 古 漢 語歯 頭 音 で あ る精 母(ts)清 母(ts')従 母(dz)に は 「ウイ グル 漢 字 音」

の摩擦 音sが 対応す る:菜<ts'稱>=s'y/sai/ 潜<dziεm>-sym/sem/

 (2)中 古漢 語 韻 尾 の破裂 音(入 声)は 「ウイ グル 漢 字音 」 にお い て も脱 落 しな

い:伐 〈viugt>=v'r/var/ 服〈eiuk>=vwq/釦 ∀/.但 し韻尾 一pの例 は無 い,

 (3)中 古漢 語 の宕 摂 と梗摂 の韻 尾 弓は 「ウイ グル 漢 字音 」 で は脱落 す る:

唐 〈daり〉=tvv/to/裳 〈興iaり〉=5w%SO/生 〈Saり〉=/蓉a/.

 (4)介 音 にuを もつ 中古漢 語 の合 口呼韻 母 が牙 喉 音 声母 と結 合 す る際 に 「ウ

イ グル漢 字 音 」 はu音 を失 う:火 くxua>=q'/qaノ.

 ところで、上に示 した句の構成法の(2)の 漢語音写形(漢 字音形式)と 結合 し

た漢字 も実際 には音読 された と推定できるので、結局、漢文 『千字文』は先ず

「ウイグル漢字音」 で音読 され、続 いて ウイグル語で訳読(訓 読)さ れていた

ことになる.こ の読み方は 日本語の 「文選読み」に類するもの といつてよい.

文字転写

 転写テキス トにおい て、各小断片の種類 は行番号の字体な どで区別 した:

SI 3Kr/14-(イ)

SI 3Kr/14-(ロ)

SI 3Kr/15―(イ)

SI 3Kr/15-(ロ)

SI 3Kr/15―(ハ)

正 体文 字 の行番 号 に0を 先行 させ る:ex, Ol)

正 体文 字 の行番 号 に下線 を をほ どこす:ex.1)

正 体文 字 の行番 号:ex.1)

斜 体文 字の行 番 号:ex.1)

斜 体文 字の行 番 号 に下線 をほ どこす:ex.1)

01)////t'w/////////

02)///q'///////////

03)///gw t'nkry IY yyr//////////////

04)////yycw kwnk gw"nc'/////

OS)yr'dylty kynk'ydyz:5y/////

06)"yly tw qdy twlw y'rym/////

07)1'rkr'q l'r p'lkwrdy k'z yk/////

(13)「 ウイ グル 漢 字 音 」 に 関 して は庄 垣 内(1995,1997)を 参 照 ―
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08)往twmlwq k'ldy軽wy's〃///

09)sw kwyz yyqdy qys kyz/////

010)"rdw q kovyn l'r t'skyly/////

011)lw tyv yw:tysy'yrk'k/////1)yl'r"trylm'gy///

012)'wyd qwlw l'r twysd//1//2)y:yw�ynk cw yw//

013)pwlyt sykrydy y'qm 3)wr y'qdy:Iw kyr vy s///

014)//1qym s twy5dy q//4)wtwnkdy kym//'ly Sw

O15)"ltwn twyrwdy 5)////Sw"tlg kwyrkl'sw swv

O16)//'kw g cwr kwnk///6)g'S p'lkwrty:kwnk gw

O17)tykm'cykyn qyr 7)//1 t'k'm qw kw kwr

O18)qylyc l'r t'kwykwld 8) y kw kwr"tlq k'd qylyc

O19)cw cynk y'gw mw//////////1)//////////////'r'dylty y'

020)i拠 ・tygm,糖y蹄.・n 2)y,!!!!〃'/////////U<;iiuiiiiiiuy y m一 登q

O21)cyn ly l)大yy 3)mys///'"dyryldy mwrwd

O22)ly 2}"lyml'iy:s°y 4)cwnk gay kwﾘ°yl°1'r t':

3)aqyr lyq pwldy q'yts 5)yyyk synkyr pyl'n:

4)q'yq'm q't'm:t'lwy s 6)wvy swr°rwr'wykwz swv y t'm tysyr

5)ly�ym yy sy::y'lynk 7)////1'r"s'r"S'r l'r twlwk:

6)q'n'tlyq llr ywq'rw wc巳r 1'r::8)lwnk sy((火))q'ty lww

7)'ylyky'wwt'rklyky::tyv q//9)nsyn qw::qws p'ky kysy

8)q'ny pwlty l'r::§w cy文10)字'Snw c°y'r'dyp'wSyk:

9)cyz yq(t'y vwq y 5w)p's'tymyn y'r°dty 11)1'r b/n k'dym::cw wy Sw

10)國py噂'w㎜y副/"ly 12)ndy'yl yn:有kw t'w tw:

11)有kw"tlq pylk'k't°v 13)dw'「tlq q'n::ty vwn v°r

12)swy::'yrynck'm'k'wyz'pwdwn y 14)nkytm'k'wyz°y'sw gl'dy:::

///〃〃/〃〃/〃/〃〃//〃/〃/〃〃〃〃〃〃〃//〃IIS)王"tlqq'n'wl'rny'wv'r

///////////////////////////////////////////////16)cyv tykm'q'n yq twnk'p'k

〃/〃/〃〃〃/〃/〃〃/〃〃/〃/〃〃〃/〃〃///〃〃17)'cyv問 通kwyswnc lwk二

////////////////////////////////////////////////18)wyrw ywl yn"yydty:Sw ksvnk:

////////////////////////////////////////////////19)YIYkYn YYrdync///n b'sl'ry////////

////////////////////////////////////////////////20)'ykytdy g'm///////////////////////////////

////////////////////////////////////////////////21)qYIYP YqYldwrty//////////////////////

/〃〃〃//〃//〃〃/〃/〃〃/〃〃/〃///〃〃/ノ〃〃/〃//〃/〃∠)- t 〃//////〃///〃〃/〃〃〃/〃〃/
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翻訳と注

 以下の転写文 中にも各断片の行番号を掲 げるべ きで あるが、煩項 となるので

省略 したい.

03)^-OS)

/〃xo taOri4i yer[-li] //〃ノ////〃〃/〃〃vi～lu xu夏)xo an～三a〃/〃yarat�t�e夏}ediz:

 「 … 黄 、 天 と 地 と … 宇 宙 洪 荒 、 こ の よ う に ・ ・広 く 高 く 造 ら れ た1

 天 地 玄 黄 宇 宙 洪 荒(天 の色 は黒 く、地 の色 は黄色 で あ り、空 間や時 間は広 大で 、

荘 漠 としてい る)

黄 〈冒uaη〉=qw/xo/宇 〈Hiu>=yy/yi/宙 〈djεu>=cw/6u/洪 〈》uη〉=kwnk/xuη/

荒 〈捉uaη〉=qw/xo/.ウ イ グル 漢 字 音 で は 、宇<Biu>はyw(/yu/)で 、宙 くのεu>はcyw

(/6eu/)と な る の が ふ つ うで あ る(14).こ の03)～05)と 次 の05)～07)の 一 部 は ベ

ル リ ン所 蔵 の 断 片 と 内容 が 重 な る が 、 か な りの相 違 が み られ る:c£06t6[血]

di k6[k] sar�[_     ] 07 yit[_]di keηyetiz h[_    ] (Zieme l 999 p.222).

05)～07)

si[r]/////[k�-li]ay-1�uy d�olu yar�////[yulduz]-lar garai-lar b舁g�di k艘ig/////

 「…  日 と月 とが昇 った.満 ちて 半分 に(な つた.)星 々は連 な りを示 し

た.」

 目月 盈 戻 辰 宿 列 張(太 陽やAは 満 ちた り ・欠 けた り し、星座 は弦 を強 く張 った よ

うに連 なってい る)

目く噸6t>=syr rir/garax<<Skt.graha「 宿 、 星 」.06―07と07-08行 目問 に次 の

文 が 挿 入 され て い るが 、 内容 把 握 は 困 難 で あ る:

kwyn twz kwyk'rmy s kwyk'rsyk kwyt'kw//////mn p's"dw///

k�-t�k�舐mis k�舐sig kwyt'kw/////mn p's"dw///

「日 中 青 く な つ た 青 く な つ た も の が …  」(?)

cf.08 bolur[... t]olu[irig]jr[... ]09 tiz varum[...](Zieme 1999)

p.222).

os>ti o9>

往tumluv k舁di quyas[bardi]〃 〃/so㎞z yi∀di q竜kiz―[1臈i]///〃

 「寒 さが 来 た.暖 か さが往 った,(秋 収 冬)蔵.秋 は集 めた.冬 は蔵 した.・

"」

寒 來 暑往 秋 収 冬藏(寒 さがやつて来れば、暑 さは去 つてゆき、秋には作物を刈 り

(14>こ こ での1yiごuノは む しろ熟 語 「宇 宙」 の定 着音 形 式 を使 用 した も の と考 え られ る.
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取 り、冬 に はそれ を藏 に収 め る)

i蔵〈dzao>=sw〆SOI.

olo)～2)

artuq k�-1舐 t'skyly//////lu tev yo:tisi erk臾/////y l'r adr�mag�n]///� golu-lar

t�d[i]1[t]i:

 「余 つ た 日々 が ・ ・.・ ・呂 調 陽 、 女 男 …  区 別 され る こ とで ・ ・時 節 が

整 つた 」

 閏 鯨 成 歳 律 呂 調 陽(閏 月 によって一年 を完成 させ 、律 呂に よって 陰陽 を と との え

る)

呂 くlio>=1w/luJ調 くdieu>=ryv/tev/陽 〈yi勧 〉ヲw/yoノ. 律 呂 「陽 調 と陰 調 」 に

対 してtisi erk臾「 女 男 」 が 当 て られ て い る.ウ イ グル 語 訳 『天 地 八 陽神 呪 経 』

で はﾍ1S1が 「陰1、 erk臾が 「陽 」 に相 応 して い る:舐 varua titir tis i xarar�「 女

陰 男 陽 」(羽 田(1915)ZZ.259-260).ま た 羽 田 同所 注 で は 「女 陰 男 陽 古 写 本 鮮 本

並 作 男 陰 女 陽 」 と あ る の で 、 こ このtisi erk臾が 「陽 陰 」 を表 す と考 え る こ と

もで き る.

2)^-4)

yun亘 弓6u yu〃bul� sekridi ya冒mur ya》d1:lu ker vi s[o sa]lq� s t�5di q[ira∀]U

toηdI

「雲騰 致 雨,雲 が騰 つた.雨 が 降 つた.露 結 為霜 、露 が 降 りた 。霜 が凍 つた .」

雲騰 致 雨 露結 爲 霜(雲 は空に騰つて、雨を降らせ、露は凝結して、霜 と為る)

雲 〈6iu3n>ヲwh/yun/騰 〈d∂g>=tynk/tiO/致 〈ti駟>=cw/ごu/(is)雨 〈Fiiu>=yw/yu/

露 〈1・〉=1w/tu/結<kiet>=kyr/ker/爲 師u百 〉-vy/vi/霜 くSia◎〉=S[w]/§ ・/.こ こ

で は 「露 」にsalq�が 用 い られ て い る が 、こ の 単 語 は ふ つ うは 「霜 」を表 す. salg�

の 後 のsは 重 複 記 号 の 「々 」 を表 して い る と も考 え られ る.salq�々 「霜 々 」

カ〉? cf. Tattv綺th紵I p.414.

4)^-7)

短m[VS]a Ii§u altun t��i[li]Su atly k�kl舖w suv-[t]aguVごur㎞ η[qo]qa善

b舁g�ti:k明qo tegm臘ykyn q� J〃1―ta

 「金生 麗 水.金 は麗 水 とい う美 しい水 に生 まれ る.玉 出毘 簡.玉 は毘 商 とい

うCykyn岩 山に現 れ た.」

(15)致 〈"6i>=CW/6u/に つ い て 、止 摂 至 韻 にuの 現 れ る のは ふつ うは歯 頭 声 母 との 結 合 に 限 られ 、 それ 以

外 はy〃 が立 つ=cf.庄 垣 内(1995)PP.113-114.

一169一



 金 生 麗 水 玉 出 毘 商(黄 金 は麗 水 に産 し、玉壁 は毘喬L]か ら産 出す る〉

金 〈k坤m>累kym/ldm/生 〈S明 〉=/蓉a/(cf庄 垣 内1997 p.23)麗 〈liさ〉=ly阻/水 〈qiu6i

>=Sw/§u/玉 〈ηiok>=kw q/gu∀/出<t¢iu6t>=cwr/醜r/毘 〈kuδn>=kwnk/㎞ η/(?)(16)

  縄 〈ka弓〉=qw/qo/. k6rkla sw suvのswは 不 明. Cykynを 「罠 需 山」 の 別 称

と考 え た が 、岩 山 の 特 性 を意 味 す る語 か も しれ な い:cfごigiF「 尺 」、ごikin=

「金 糸 」 .

ヱ)～2)

kam xo ku㎞r qili6-lar-ta kUkUldi㎞ ㎞r atl冒kad qiliご6u 6iりya qw mo[n6uq.lar―ta

y]arati紅 ya qo tigma tUnUn ya[mq]〃 〃/〃/〃/〃[ar]dini monごuq

 「劒 號 巨 闘.剣 の な か で 巨 閾 とい う良剣 が 知 られ て い た.珠 稻 夜 光.珠 の な

か で夜 光 とい う夜 に 光(を 放 つ)宝 石 が 造 られ た 」

 劒 號 巨 闘 珠 稽 夜 光(剣 は巨閾 と呼 ばれ たものが名 高 く、珠 は夜 光 と呼 ばれ た もの

が名高 い)

劒 くki囎m>=klm/kam/號 〈冒au>=qw/xo/巨 〈gio>箒kw/㎞/閾 〈kiuロt>=kwr/㎞r/

珠 〈tqiu>=cw/ごu/稻 〈t晦 η〉=cynk/"iり/夜 〈yia>=y,/ya/光 〈㎞a℃ 〉=可w/qu/.

kUkU1― 「知 られ る 、 有 名 で あ る 」:c£Erdal(1991)Hp.668. tnnUn〈tUn「 夜 」-an

(Inst.)

2)～5)

qaごin li奈yemi蓉[―1註r-t]aadifndf murud-h alimla-h:saiごuU qai ko qavla-lar-ta:

a∀ir4i∀boldi qaytsi yig s均ir bilan:

 「菓 珍 李 奈 、 くだ も の に お い て 李 と奈 とが 選 別 され た.菜 重 芥 藍 、 菜 に お い

て 重 要 な の は 芥 と藍 で あ つ た 」

 菓 珍 李 奈 菜 重 芥 芭(く だ もので珍重 す るの は李 と奈 、野菜 で た つ とぶのは芥 と蓄

で ある)

ウ イ グ ル 文 中 で 「奈 」 の漢 字 は 「大 」 と誤 写 され て い る.菓 く㎞a>=qワqa/珍

〈ti 6n>=cyn/ごin/李 〈1均i>=ly/li/ 菜 〈tsl駈〉=sly/sai/ 重 〈φoη〉=cwnk/面0/芥 〈

k互i>=q'y/qai/董 〈kiaり〉=kw/ko/. murudを 「李 」 に 当 て て い る.こ の 単 語 は

嘗 て ウ イ グ ル 文 献 にmurut(mumd)suvi"mun1t―Wasser"と し て 現 れ た(17);cf Pers.

mwrd(moord)「 桃 金 娘 」(植)(L8)、 Turk. murd l'myrtus communisll(フ トモ モ科 ギ

(16)昆<ku∂n>=kwnk/kuO/は 本 来qwn/q㎜/と 書 か れ る と こ ろ で あ る:cf.庄 垣 内(1995)pp 107,130.

(17)G.RRachmati, Zur He且hmde der Uiguren,π8Dレ4〃71932, p4101n O3-104, p.432.1.32.

(18)『 波 斯 語 漢 語 詞 典 』 商 務 印 書 館(北 京1981)p,2327.
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ンバイ カ属 の植 物)(19).al�laは ふ つ う 「リン ゴ」を 表 す:cf. UWb 2 p.93. gavla

はSuvに 現 れ る:tuturqanniηta鞠niりtU蓉yemi蓉niηqavlanfηtat� lari kU61ad an6 an

aman ym艙ogadur(p.55811.5―8)「 稻 変 諸 果 實 美 味 漸 消 亡 」(大 正vol.16 p.443a).

こ こ で は  ・yyemas qavlaで 「果 実 」 に 対 応 して い る.一 方 、明 代 の 『高 昌 館 訳 語 』

(「華夷 訳語 」)で はq'wl'が 「菜 」 に 当 て られ て い る(20). gayts�<Chin.芥 子 〈k緤 tsi疂

>(か ら しなの実).yig smirは 直 訳 す る と 「生 のsivir」 と な る が 「黄 」 を 意 味 す

る も の と 考 え られ る:c£b慰 ∀smir'boiled sivir'_'ginger'(21).

4)～6)

xai xam xa tam:taluy SUVI vSor舐��� SUV-1 tam tesir len sem yi se::yaliO/〃/1'r

asra舖舐-1舐 t�1�:ganat-1�-lar yogara inar-lar::

「海 鍼 河 淡 、 海 の 水 は 塩 辛 く 河 の 水 は 淡 い と い う.鱗 潜 羽 翔 、 裸 で 鱗 も て る

も の ら は)水 の 下 を 掻 き 、 羽 の あ る も の は 上 を 飛 ぶ 」

 海 鍼 河 淡 鱗 漕 羽 翔(海 の水 は塩 か ら く、河の水 は淡 い.鱗 のあ るもの は水 に潜 り、

羽の あるものは 空 を翔ぶ)

海 く痴 〉=弓ly/xai/鍼 〈yam>=..q m/xam/河 〈∀a>=q'/xa/淡<d窗n>=t°m/tam/ 鱗i〈

li馥>=1y�mlen/潜<dziεm>=sym/sem/羽<Fiiu>漏yy/yi/翔 〈zi鋤 〉=sy/se/.羽 と 翔

と は本 来 の ウ イ グ ル 漢 字 音 で はyw/yu/, sw/so/と な る が 、 yy syは お そ ら く誤

写 で あ ろ う:cf.12行 目 「虞 」11行 目 「裳 」. VSor「 塩 辛 い 」:cf. yay yez�l舐 s or

題iどisig ya∀k∀ ～彪i6帥9(Suv.p.5911.18-19)「 夏 賦 熱 猷 酷 」(大 正vol.16 p.448a)。

8)～8)

luη §壼((火))qa ti luu eligi oot舐kligi::tev qan zen xo:: vqus b臠i kisi gan�

bolt�麝ar::

「龍師火 帝、龍の王や火の権力者、鳥官人皇、鳥の官吏や汗が居 た」

 龍 師火帝 鳥官人皇((太 古には)官 に竜の名をつけた太腺や炎帝、官に鳥の名

をっけた少晦や人皇(な どの聖王)が いた)

 ((火))は 漢字 で 一旦 「火 」 と書い て 消 した もの で あ る.

龍<lion>=lwnk 4ug/師 〈Si首i>=sy/si/火 〈xu且 〉.q/qa/帝<fiei>=ty/ti/鳥 〈t量eu>

=tyv/tev/官 く㎞ 蝕 〉-q[']n/qan/人<mien>=syn/zen/皇 〈脚aり 〉=qw/xo/

(19)New Redhouse TurkishEnglish Dicfionary. Istanbul l lth ed.1990 p.799.

(20)CfL.Ligeti:Un vocabulaire SIRO-ouigour des Ming. AOH 191966 p.165.ち な み に 同 じ 「華 夷 訳 語 」 の

明 代 口語 で 書 か れ た 『畏 兀 児 館 訳 語 』 で は 「菜 」 に はya蓉 が 当 て ら れ て い る:cf.庄 垣 内 「『畏 兀 児 館 訳

語 』 の 研 究 一 明 代 ウ イ グ ル ロ 語 の 再 構 一 」 『内 陸 ア ジ ア 言 語 の研 究 』11984p.125.

(21)Cf. H.W.Bailey:Medical plant names in Uigur Turkish. in:60.dogum yzlz m�atebekyle Fuad K�r�1魵rmagans.

Istﾘbul 1953 p.54 note 3.
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8)～11)

甑 ごi文 字 vaSnu一ごa yaratip磁k:ごfz雪(dai釦 ∀iryCO)basa temin yaratt�麝ar t[o]n

kadim::

「始制文字、始 めて文字を造 り、乃服衣裳、乃ち上衣 と着物を造 つた」

 始制文字 乃服衣裳(始 めて文字を制 り、上衣とはかま(裳)を 服た)

始 〈qi苧i>=Sw/Su/(zz)制<tqiεi>=cy/ffi/乃 〈n駈 〉=t'y/dai/服 〈eiuk>rw q/釦 ∀/衣

<・igi>=y/i/ 裳 〈耳i的 〉=5w ro/

11)^-13)

6u wi彰o國berti oron―in t[aqi]al�d�l-in:有gu tau to:有gu atl∀bilga―k舩av

do atiy qan::

 「推位譲 國、位 を与 えた、 さらに国を取 られた。有虞陶唐 、有虞 とい う賢者

へ陶唐 とい う汗(に)」

 推 位 譲 國 有 虞 陶 唐((皇 帝 の)位 を推 り、国 を(臣 下 に)譲 った のは、舜や 尭であ

った)

推 〈t輅u駟>=cw/6u/位 〈Riu6i>=wy/wi/譲 〈n耳iaり〉=Sw%Zo/虞 〈ηiu>=kw/gu/

陶 〈d穹>=t'w/tau/唐 〈daO>=tvv/to/ 「陶 唐 」 は ウ イ グ ル 語 訳 と してtav doを

掲 げ て い る 。 漢 字 読 みtau toの ウ イ グ ル 語 化 した 形 式 と考 え る べ き か 。

13)^-16)

te vun var soi ::erin6kamak uz一� bodun一� ketm臾 �一� yazuqlad� :::

///〃/〃/〃////〃/〃/〃〃〃 王atl∀qan olar―n�ar〃//〃 〃〃/〃/〃/〃〃〃////ごiv tegma qan-i冒toηa

b臠/////////////////////

「弔 民伐 罪 、民 を哀 れ む上 に、伐 るこ とで罰 した.・ ・王 とい う汗 は彼 らを伐

…  紺 とい う官 を勇 者(武 王 が伐 つた)」

弔民伐罪 周磯股湯(民 を弔み、罪を伐ったのは、周の武王や股の湯王であった)

股の紺王 を伐つたのが武王(獲 が名)、 夏の桀王を伐 つたのが股 の湯王であ

る(23)曜

弔 くtieu>=ty/te/(本 来 な らtev, teu) 民 〈項6n>=vwn/wn/(本 来 はvin)伐 〈VIUﾋi>

=vlr/var/罪<dzu稱>=swy/soi/ 紺 〈の ∂u>=cyv/6iv/

(22)之 母 〈i々i>が 「ウイ グル 漢字 音 」 で佃 と結 合 す るの は歯 頭 声 母 と結 合 す る場 合 で 、そ れ 以外 は一 般 に〃

と結 合 す る 二cf.庄垣 内(1995)p.129.

(23)Cf.小 川 環 柑/木 田章 義(1997>p.51.
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17)^-19)

[s]aごev間 道k6zUn6-1Uk:///////////////////////////[t]�ii yo1一� ay�t�:Vl'S 1.f㎞0:

/〃/〃////〃///〃〃///〃///eligin yertinご[�黌i]nb舖lat�V/

 「坐 朝 間 道 、 政 務 の 場(に 坐 して)…  道 を 問 うた.垂 挑(平 章)、 国 世 界

を 治 め る」

坐 朝 間道 垂 拭 平 章(朝 廷 にい て、道 を求め、何 も しない で、(国 を)公 明に治 める)

坐 〈dzu竅r=s'/saノ 朝 くtlεu>=cyv/ごev/垂 く ・y7ﾟ1�0>=Sw ru/撲 〈kio弓〉=kwnk/㎞ η/

k6加n6-IUk「 朝(政 務 の場)」<k6z{血6"valuable obj ect, treasure"(Erdal l9911p.278)

+1�(dev.n.).

20)～21)

〃〃/〃///〃////〃〃///〃〃  igitdi qam[ay  bodun]///////〃//〃〃〃///〃〃〃//〃〃  (∬hp y〈f>冒ildurti

/////./｡｡｡｡    「衆 民 を ・ ・育 ん だ.・ 一[家 臣]と な して 、 集 め た 」

愛 育黎 首 臣伏 戎 莞(民 を愛 しみ育くみ、蛮族を家臣 として服従 させる)

1)

/〃〃〃/〃〃〃/〃/〃/〃/[遽1璽]-ty/〃//〃 〃////ノ/////〃/〃/

 「遽遽 一 体 」

遽遽 萱膿 率 賓蹄 王(遠 くの者 も近 くの者 も一身同体 となり、連れだつてやって来て、

王に心服する)

骨豊〈fiei>==ty /tiノ

3.『 阿毘達磨倶舎論実義疏』

 近年、中国人研究者 の手で敦煙莫高窟北区の洞窟か ら新 たに500点 を超 える

ウイグル語文献が発掘 された(24).その中に 「實叉疏第一巻 四十一葉」 と漢字

で表題の書 かれた一葉の写真 が、彰金章/王建軍(2000b)に 掲載 され た(25).こ の

一葉のウイグル文の構成法が第1節 で扱つた 『阿含経』に類似 してい るので、

ロシア所蔵文献ではないが、これについて特別に論 じてみたい.

3.1 『阿 毘達 磨倶 舎 論 実義疏 』 は世親(Vasubandhu)著 『阿 毘 達磨 倶舎 論 』 の安慧

(Sthiramati)によ る注釈 書 で ある.ウ イ グル 文 『阿毘 達磨 倶 舎 論実 義疏 』 はA.ス

(24)C£ 彰 金 章/王 建 軍(2000a)p.156.

(25>彰 金 章/王 建 軍(2000b)の 図 版 五 九.な お 、 この 図版 に 付 され た キ ャ プ シ ョン で は 「正 」 と 「背 」 と

が逆 に な つ て い る.す なわ ち 「實 叉 疏 第 一 巻 四十 一 葉 」 と漢 字 で表 題 の 書 か れ た 面 が 「正 」 と され て

い る が 、実 際 に は背 面 で あ る.こ の1葉 はB52窟 で発 見 された,
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タイ ンが敦煙か ら将来 した2本 の冊子が知 られている(26).これ らは元代 に漢訳

か ら重訳 された もので、1冊 は 『実義疏』第1巻 の全てを、 もう1冊 は第4巻

の一部分を保存 している.い ずれも対応する漢文は見つかっていない.2冊 と

も漢字が散在 し、 しか も第4巻 の1冊 は、『倶舎論』 か らの引用 を省略 して、

注釈文の結合のみか ら構成 されてお り、各注釈文の初頭 には もとの漢文の一部

と推定できる漢字が冠 されている.筆 者は、少な くとも第4巻 の1冊 は漢文 と

の対照な しには利用出来ない ものであ り、注釈文に冠 された漢字は ウイグル文

が漢文の何処に当た るのかを示す 目印 と考えた.ま た、第1巻 は注釈の対象 と

なる 『倶舎論』 の一部 をウイグル文で引用 してお り、漢文無 しに も内容把握 は

可能であるが、文 中の所々に書かれた漢字の単語や句 はやは り漢文 との対照を

前提 として挿入 されたもの と推定 した.さ らにこの2冊 が極端 な 「擬漢文構文」

を使用 してい る点を考慮 して、『実義疏』の ウイ グル文が漢文か らの直接 の訳

読(訓 読)文 であつた とも推定 した(27)。この推 定に際 しては抜粋文の頭に漢字

を掲げ、同 じく 「擬漢文構文」を用い る 『阿含経』を参考 に した.

 以 下 に扱 う 『実 義疏 』断 片1葉 も 『阿含 経 』 と同 じ構 成 の抜 粋 文で あ る(zs).

ウイ グル 文 中の漢 字 は も との漢 文 『実義疏 』 か ら引い た もので あ り、や は り漢

文 との 対照 を前提 と して書 かれ てい る.引 用 漢字 は この抜粋 文 と上の ス タイ ン

本 に施 され た漢 字 とが符 号す る例 もあ る.た とえ ば表 面(Rect)1行 目の 「所 」

は ス タイ ン本 の 「所 縁 之外 」に、裏 面(Vers・)23行 目の 「更」 は 「更有何 餓識 」

に符 合す る.ま た 表面19行 目～20行 目の 「衆 賢云 」 はス タイ ン本 で は 「阿閣

梨 」 と書 かれ てい るが、 これ は も とも と 「阿 闊梨 衆 賢 云」 で あつ て、抜 粋本 が

後 ろ半 分 を、 ス タイ ン本が 前半分 を 引用 した結果 で あ る.

 抜粋 ウイグル文は語単位以上の内容を もつが、『阿含経』 と同 じく必ず しも

ま とまった内容 を形成するとは限 らない.ま たスタイン本のウイグル文 とも正

確 な一致を示す ものではない.

ex.

 此bu ks an―taqf k6ηUl bilig-i弓a tagimlig arlp tu∀urup::―ig合yaraS�rs舐 atqany al�

bu ks an-taq�::-in又t臠imlig舐s舐 ym舩er(Recto 26―29)

 「この刹 那 に あ る意 識 に対 して、応 に ・で あって ・起 こ して ・ ・この 刹那 に

あ る ・・縁  じるの に適合 で あ るな ら」

(26)大 英 図書 館 所 蔵 、文 献 番 号Or 8212-75A!B.

(27)庄 垣 内(1993b Tattv縒th紵ll)pp.17-34.

(28)『 阿 含 経 』 と 同 じ抜 粋 構 成 を とる 「阿 毘 達 磨 」 関 係 の ウイ グル 文 に は他 に 『阿 毘 達 磨 順 正 理 論 』 の

断 片 一 葉 が遺 され て い る:Cf庄 垣 内(1981)pp.90-92.
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[bu] ksantaq��l� bniginda tu瑠urup ad�lar k6ηUlin bilda～li bilg臙iligig yaraSエ

atqan冒alf tagimlig arsar bu k蓉antaqf ad茎nlamiりk6ηUl璽1(7b漉 諏 ㈲

「この 刹 那 に あ る意 識 にお い て 、 他 の もの らの 意 を起 こ し、 智 を 知 る もの が

この刹那 に  ある他 らの意を応 に縁 じよ うとす るな ら」

 スタイ ン本 との 問 には か な りの違 い がみ られ る.ま ずyaras�ﾌ 後 の舐s舐は

ス タイ ン本 に は無 い.む しろ これ は不要 と考 え られ る.t臠imlig舐ipは 文 末 の

「又 」以 下で ス タイ ン本 と同 じt臠imlig舐s舐に 直 され て い る .こ のt臠imlig舐s舐

は漢 文 の 「応 」 に 対応 してお り動 詞 接尾 辞 一yal�/-g舁iを要 求す る ので 、 こ こで

はatqan∀ali「 縁 ず る」 と結合 す る。 t臠imlig舐s舐は ス タイ ン本 で は ウイ グル 語

順 に随 つてatqan》aliに 後 接 してい るのに対 して、抜 粋 本 ではk的al bilig―iηa

t臠imlig舐ip tuyurupと な つてい る.こ れ はおそ ら くも との漢 文 が 「意識 応住 」

で あ り、 抜粋 本 が ス タイ ン本 以上 に漢語 語順 に忠実 に ウイ グル語 訳 した こ とを

示 してい る.但 しt臠imlig舐ipと 結 合す べ きatqan冒ahは 抜粋 本 で は次 の抜粋 文

に含 まれ る.

スタイ ン本 とウイグル文の異な りは、ウイグル語訳 に複数の翻訳版 があつた

とい うよ り、訳読の差異 と考えるべきである.

 『阿含 経 』に 見 られ ない もの と して、接 尾辞 のみ の抜 粋 が あ る:-ig(R28),―in

(..),-in(V3),-d�t�(R25),-li》(vlo).こ れ らは抜粋 文 問 に あつて 、抜 粋 され

てい ない 文 中の 単 語接 尾辞 で あ る.し たが って 、実 際の 単語形 式 は掲 げ られ て

い な い 。 ス タ イ ン本 の 中 に はそ れ らに相 当す る単 語 が存 在 す る:bilig-ig,

k6ηUl-in, k6ηUl-in,6ご 一d�t�, bolmaq-1�.こ れ ら抜粋 接尾 辞 は漢 文 中の特 定 の

語 を ウイ グル 語 に訳読 す る際 に、 とるべ き接 尾辞形 式 を示 そ うと した もの と推

定 でき る.ま た 抜 粋接 尾辞 には ウイグル 文 の本文 中 にそ れの結 合 した単 語 を有

す る場 合 もあ る:

 更ikil艙�ag�ar gayu ad� bilig bu turmamaq�-a bilmadin 6伽ak bulul》uluq

又bar舐ip二:bu―mama�一臙ululur ym舩er:(V18-21)

 「更 に何 か余 の識 に して この不生 におい て非択 滅 の得 られ る こ とが有 るの か.

又 、有 つて、 この一mamaqに おい て得 られ る、 とも云 う」

 この―mamaは 先 行 す るtur―mamaqの 接 尾辞部 分 の抜 粋 で あ る.「 又 」以 下 は

言 い換 え文 で、 それ を適 用 すれ ば全体 は以 下 の よ うに な る:

ex.

更ikil艙�ag�ar舐ip gayu ad� bilig bu turmamaq�-a bululur bilmadin 6ごmak

「更 に何 か 余 の 識 が 有 つ て 、 この 不 生 に お い て 非 択 滅 が 得 られ る の か 」
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 両 文 の 内 容 に 大 き な 違 い は な い が 、bu turmamaq�一臙ilm臈in 6ごmak

bulul∀uluqとbu turmamaq�一臙ululur bilm臈in 66makで は語 順 が異 な る.漢 文

はお そ らく 「於此 不 生得 非択滅 」で あ り、言 い 換 え文 と一致 す る.語 順 を漢文

の もの に適合 させ るべ く言い換 えた と考 え られ る.

 この抜粋 『実義疏』も 『阿含経』と同 じ目的の もとに作 られた と考え られる.

しか し、その 目的の解 明はなかなか難 しい問題である.訳 読 に際 しての難読箇

所 のメモであった可能性 もある.以 下ではスタイ ン本(Tattv縒th�.)と比べなが ら

この抜粋 『実義疏』の内容を検討 してみたい.

3.2

転 写

 か な り個性 的 な 草書 体文字 を使 用 してい るの で、文 字 転 写 は難 しい.こ こで

は 「音 素転 写 」 を施 した(29).

Recto

1)ilinip朝adqansar yaps�sar・ 所

2)qayu adqa冒inta tas.絵 adin tep::

3)tidilm臾舐s舐 barmag tep y��

4)ol.住turur adp bir adqan∀u-ta

5)五bes adqan∀u-1a鞠 縁 之adqanip

6)muni 6rgU㎜adin楯kin qum冒 一翼n聴

7)-riilmis k舂isilmis-k蒿rdmi5�k�

8)adam� ol mun�idilm臾 tep,又

9)yogsuz g��olup ym舩er.(又yoq tagin6 a bolup tetir二:)如qalti

10)gayu-nuq at�olur adgan��g�

ll)-m舂臾 tes舐.四t�t t�l� basu

l2)-tﾟ�¥lar―ta.彼ol lcsan―taq�

13)ol adqan冒u∀. adqany al�臠imlig bes

l4)bilig―1舐―t�.女 口 galt�臈臠in bil

15)-g�1�ol ikil艙�urmat一� tes舐

l6)一 向bir int舂 adqan� k�―��

l7)6dkig舸ril�.元bolmat adqanmaq

18)―1�isi k��i.境adqanyu-s�

19)bir6k k����t臙olsar.衆

(29)文 字tとdと は混 用 され て い る.「 転 写 」 と 「Tattv縒th縺vの テ キ ス トで は それ らを文 字 転 写 の ま ま残

す が 、 「翻 訳 と注 」 で は音 素転 写 す る.
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 20) soz-lar vasubandu baxsi munda 

21) -qi. yoruginda bar gilmis arur aggu 

22) -tmak iz-makig tagimlig ol yarasi 

23) usdgali murga. Pff qayu soz-lagu~i 

24) be adganvu-lar tidiltukda barduq-ta 

25) aua koru yarim6a:: -dukta 

26) soz-lalim JEls bu ksan-tagi korjul bilig 

27) -iqa tagimlig drip tuvurup:: 

28)-ig A yarasi arsar adgannali bu 

29) ksan-tagi :: -in X tagimlig arsar yma ter

Verso 

1) bolmaz uyuri yiq-I tur'urup 

2) k adyanvall uvuluq bu ksan-tagi :: 

3) -in uladi muni birla bu bir 

4) ksan-liv atin-lar korjiil-i-niu X 

5) bir kgan-tagi yma ter : ikagii-niirj 

6) birla agsuk Linn basud6i-lar-i 

7) anin soz-lamig ol : Ih munda sarjabadiri 

8) baxsi irgU ginaau iiain :: vasubandu 

9) baxsi-nii3 agsudmis-in nom orun 

10)-nurj :: -liv yorugin :soz-lar 

11) munda vasubandu baxgi-nirj yma Ok 

12) yoq arur agsudmis az-mis-i : anin 

13) tagimlig armaz iisdagali : yma 

14) Ok (bu) biidiin tukal : 1 armaz soz 

15) -lamis arsar : su odru sozlagu arti 

16) agsudmis azudmig arur tep '1A" 

17) —ITOarjayu bar bir baxgi : 

18) soz-lar avrildiikda ikilayii 

19) tagi bar qayu adin bilig bu turmamaq 

20) iiz-a bilmadin o6mak bululvuluq X bar 

21) arip :: bu -mamav uz-a bululur yma ter : 

22) {71;C qayu tilday-in tesar bolmaq 

23)1.1z-a it bu ksan-tagi X ikilayii
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 24)  tagi bar qayu adin bilig bu tidildiik 

25) -ta barduq-ta :: lug birok ken turdaei 

26) bilig ol tep tesar : iT yaragi 

27) adganvuluq : 14 tagagari (?) soz-lar : pT 

28) taplayii soz-lap A bolur T pf 

Tattvartha ( I pp.248-253 11.3631-3704) 

qalti kOzli bir utluvin bir orjda bolmig Odta teptemisi arsar bir kgantagi kOz 

arklig ulati birla yana kOz biligi bir kluvin adqansar bir kok ouiig. nadagin adati bir 

utluvin teptesar qalti kOz arklig adganyuta tidilsar yapginsar. kOz biligi adgaainda 

adqansar yapginsar adi bolur bir ueluvin tep. adin orj tin yid tadiy biiridigta ulatilar 

ardar teptemisi arsar Pff adgaKinda tas alqu ori tin yid tadiy biiridmakta 

ulatilarniu adi bolur adin tep. ardar teptemisi arsar barmaq tep yoriig'ol alginmaq tep

yorug'ol otmak tepyorug'ol qayu kganta kOz arklig ulati bilig tursar bir adgankuta. ol 

oq kganta adin be adganvulariv. kOz arklig bilig birla adqanu orgiirmatin quruvin 

tugiiriiliir iitiin artmis odka adi bolur ardmak ten nadagin adati adaanu oreiirmatin

teptesar. qalti ol nomlar koziiniir Odta turmis odta tort basukilarta. nata bolsar yma 

tildaa atliv basuki adga' atly basuki. arksinma atl' basudei agsiik bolmaq iiza ol 

tiiz arasiz basudn anin sozlamis ol adqanu irgiirmatin tep1AN ol adqanu 

uyuguyl adgantati be bilig quvraainda ulatilar turup kalmaduk Odta birdamlati 

tuymaz teptemgi usar ol kganta ol adqanu adganvali tagimlig be biliglarta

tuvmadatisi 

nadagin biL

arsar birdamlati i 

all bolur ikilavii

kilayii tuymaz 

tuu madatisin

iitiin adamig ol 

teptesar.

anin basa gasdrta sozlamis ol. 

adganvulariv tep. munda bar qayu 

adqanip kozuniir odiig avriliir.

adganmagliy igi ktidtiki

tuvmaz basukisi tiikal 

bilmatin otmak teptemigi 

basukilivin turar. basucltisi 

agsiik bolur tuz arasiz 

adgaa atly basukisi. agstik 

okmak tep. R7 ayauq_

. nadagin

maz 

isi arsar. 

agsii]

basukisi. adganyusi 

stik bolmaq iiza bu tiiz

taeimlig saneabadri

ol umamaginirj 

yorug teptesar. k

Unig odki ou 

teptesar basud&is
tittin SZ basukis 

6,bEiM kool 

 arsar tu'maz adq 

birdamlati tuymaz tep.

      kikint birgalir iinin bu savqa. 

     uvurinda adganv ali artmis Odki 

Ozta ulati be biliglar bir yindam

ta ulati adganvulariv bolmaz 

agsi.ik iieiin. anin birdamlati

agsiik iitiin yma/ter. bululur 

kOijtiltaki nomlar odvuraq tort 

anuusi birok kozuniir odta bolsar

irok artmis Odta bolsar agsiik bolur

arasiz basuddi anin bululur bilmatin 

baxgi sozlar. vasubandu baxgi bu

bilmatin otmakni oriieinda bar imig ariir aesiidmak azudma iu. taeimlie of varagi

tisdaeali. avu sozlaeiin be adaan ulari . arft}tiikda barduata. ana koru anmta

kouiil orun nom orun ar{t}tukda 

[munda] abipirayin sozlalim. qalti

otdiikta bululur 

bir kganta kOz

bilmatin otmak tep: iJ± 

arklig bilig bir utluvin adganmig
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�t臙ir k6k 6ηUg. [bu] ksanta i k6 � bili ind舩u uru  ad�lar k6りalin bilda6i

bilga biliglg Vara§adqanK al�臠imlig arsar bu k蓉antaqi ad�la揃 ηk6り 葺1垂. ol k6加1

biligi k6z birl臑zlanm� adqanm� UごOn ol k6k 6加g bulduqmaz a6Un uKUr���.

tuﾘad�lar k60Ulin bild艨` 三i bilg臙iligig adqanv ali uuuluq bu vkSantaq�d�lar―nfO

k6gUlin此 念 他 心 智bu k5 antaq�d�lar kδ 加1垣bildaごi bilg臙量ligniりulat�un�

birl� bir ksanl� ad�lar k� Ulini iki "n�  birl� a s� U～IUn basud～lisf t���1�

k舂isilip舐tmil 6dka. bululur Uご αn bilmatin 66m乞k an� s�l舂is ol yafim6a k6りUl

orun nom orun舐tt�d�6ごt競kda bululur bilmat量n 6ごm翫k tep. munda saηgabadrf bax5�

責 論 主.ir舁ir�a alir a櫛n vasubandu baxs�.舖�mis範Un bu ya直'mごa k6り α1

onlnnuO nom onmnuηbasudごisf ags並k bolmaql腫. an� bar g�m� ol bu savi冒

tep astiramati baxs��l舐::munda m�6k o a6Un a s�m臾 azudma i. anin

tagimlig舐m艘�t臠舁i. k�t舫lafi bes[bilig]1舐。 t琶k舐� aηa y61聴Ur白g ym臙��

bilm註tin 66ma㎞iO y6r直gi armaz溌Un. an� ym蔕k m�畭dav bolmaz、 若 約 一 切 法

上bir6k alqu nomtaqi bilmatin 66makig toda s�l舖舐.6dr直s�l蒭舐ti抗gsOdlni話

azudm�舐� tep 、. munda t臾 yarlm6a k6z biligin toda y�1舖��(film翌 歪arUr n臈臠in

s�l艙� siz臠s�misﾘdm�舐iir tep. bar bir baxs�ezig turlurep ay�u s�l舐.

k6z 舐klig k◎z biligi bir adqan冒uta 舸rildiikd臺kil舸� n臈臠in bolur ad� biliglar

tu mama �臙ilm舐in 66mak bul ulu n臈臺n te tel舐. bar bir k艘igt艙ind舂

bolup b

鯨 識1

ir bilig bu kSantaq�� bilig birl舫yrayu adqanu t�臈m臾�蔕q�更 有 何

kil艙�ar qayu adin bilig疵{t}d�t臙arduqta bul∀u㎏bilm舩in 66mak bir6k

一.k舅t� bar aηayu adqanKUIuq adqanyus� 舐� U～三Un

aηayu k蓉anli冒tep答bu sezigiりizlar anda∀舐m艘. taplap s6z1乞s乞r. bir� bir k艘igt�

yindam bolur bir bilig£ep.主aplamasar basudごisi臠s� bolmaqh∀y6頁ig� bu bir

ks anta(f茎k6z biliginir). k6z舐kligk臾��olur Hlda財 at1∀basud～11.ﾖT〕adqan》uqa k��

bolur. adqa》atl∀basud6茎. adin nomlarqa k6rU bolur. arksinma at韮∀basudごi. bu

k5 antaq�6z bil童ginda taplasar bolur bu U～≦basud～',�ar tep.

「謂 わ く、 眼 と意 とが 専 ら一 色 に あ る とき」(如 眼与意専―色時)と い つた.一

刹 那 に あ る眼 根並 び に眼識 が 専 ら一 青色 を縁 ず る とき、 如何 に して 「専 ら」 と

名 づ けた とい えば、 眼根 が色境 に妨 げ られて執着 す るな ら、眼識 が所 縁 に執着

す るな ら、その名 が 「専 ら」であ る.「 余 の色 、声,香.味 、触 な どは謝 す る」

(余色声香味触等謝)と い つ た.所 縁 の外 の諸 々 の色 、 声、.香、味 、 触 な どの名

が 「余 」 で あ る.「 謝 す る」 とい ったが 、それ は 「行 く」 とい う義 で あ り、 「尽

きる」 とい う義であ り、 「滅す る」 とい う義である.あ る刹那 において眼根お

よび識が一境 において住す るな ら、その刹那においては余の五境 を眼根 と識が

ともに縁 じて も生起せず、(余 の五境 は)空 しく過去世へ落 ちるので、その名
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は 「謝 」 で あ る.如 何 に して 「縁 じて も生 起 せず 」 と名 づ け た とい えば、謂 わ

く、その法が現在時に起きた ときに四縁において如何に因縁、所縁縁、増上縁

が成 じて も、等無間縁が欠けることになるので、それで 「縁 じて も生起せず」

と説いた.「 彼の境界 を縁ず るべ き五識身等は未来世 に住 し、畢寛 じて生 じな

い」(縁彼境界五識身等住未来世畢寛不生)と いつた.そ の刹那にその境 を縁ず る

ことがで きるな ら、応 に五識 において生 じない ものは畢尭 じて更に生 じないた

め、 「畢尭 じて生 じない」(畢寛不生)と 名づけた.如 何 に して更に生 じない も

のを知 ることがで きる といえば、この言への答 え として次のごとく論に説いた

:「過去世の境 を縁ず ることができない ことに由つて」(由彼不能縁過去境)と.

ここに何 の義 が有 るの か といえば:眼 等の五識 は一 向に現在 世 を縁 じて転ず

る、過去世な どの境 を縁ず ることの作用は無い、如何 に して とい うな ら縁が欠

ける故 に畢尭 じて生 じない.「 縁が具わつてい ない故、(ま た縁が欠 ける故 とも

い う)、非択滅が得 られる」(縁不具故得非択滅)と い つた.心 心所法は定んで四

縁 によつて生ず る、縁が欠けているな ら生 じない、境 がもし現在世にあれば等

無間縁 が欠 ける、境 がもし過去世 にあれば所縁縁が欠 ける、 この等無間縁が欠

けることによつて非択滅 が得 られ る、 と.尊 者衆賢師が云 う:世 親師はこの非

択滅 の義 において欠略 を有 した、所説の五境を応 に適切 に加 えるべ し、すなわ

ち謝往 した ときに、彼 に対 して少分の意処法処が謝滅 した ときに、非択滅 が得

られ る、 と.こ こにおいてその意趣を云いたい:若 し、一刹那において眼根 と

識が専 ら一青色 を縁ず るときには、 この刹那にある意識 において、他の もの ら

の意を起 こ し、智 を知 るものが この刹那にある他 らの意 を応 に縁 じようとす る

埜 、その意識が眼 とともにその青色 を愛著す ることで他のもの らの意を起二

し、智を知 るものは、 この刹那にある他のもの らの意 を縁 じうる容き機 会が無

いので、 この刹那 にある、他の もの らの意 を知 る智の、及び これ と同一刹那 に

属す る他の もの らの意の、二つのものが ともにその縁 を欠 くので、過去世へ落

ちて非択滅が得 られる故に、少分の意処、法処が謝滅 した とき、非択滅 が得 ら

れ る、 と説いた.こ こで衆賢師は世親師を責めるために、この少分の意処 と法

処の縁 が欠 ける義 を(世 親師が)欠 略 した故に、それで この言を有 した、 とい

う.安 慧師が説 く:こ こでも(世 親師の)欠 略は無い故 に応 に付加すべきでは

ない、眼等の五識 は単にそれへの比喩である、亦、完全な非択滅 の義ではない

故にまた過失 ともならない、も し諸法 にある非択滅 を約 して説 くなら、則 ち欠

略 した ものである と説 くべきであつた、 ここではただ少分の眼識 を約 して比喩

をな したのみである、如何 にして欠略 したものであると説 くのか、 と.有 一師

が疑いを起 こ して問 うて云 う;眼 根、眼識が一境 において転 じた とき、更に余

の識が如何 に して、不生において非択滅を得 ること有るのか、如何に して とい

うな ら、一 相続 にお い て、唯、 一識 となつて 、 この刹 那 にあ る眼識 が ともにま

一180一



さに色を縁 じおえるこ とによるものが有る、更 に何の余識が謝往 において非択

滅 を得 ること有 るのか、若 し後に起きるものが識 な りとい うな ら、 己有の別 の

所縁境は別 の刹那に属す るため、と.答:こ の汝 らの疑 いは正 しくない、も し
一相続に唯

、一識 が有 ると許 して説 くな ら、縁が欠 ける義 を許 さないな ら、 こ

の同一刹那にある眼識の ものは、眼根 に対 して因縁 となる、色境へ対 して所縁

縁 となる、余の法へ対 して増上縁 となる、 この刹那 にある眼識 において許 され

るなら、 この三縁 となる、 と。

翻 訳 と注

Recto

l)ilinip執 atqansar yaps�sar.

「と らわ れ て …  執 着 す る な ら」

Tattv縒th�

k�biligi atqa》Inda atqansar VapS�sar at�olur bir u～三1u∀in tep.

「眼 識 が 所 縁 に 執 着 す る な ら、 そ の 名 が 『専 ら』 で あ る 」

ninip「 と ら わ れ て 」はTattv縒th繧ﾌ こ の 文 に先 行 す るt��sar yaps�sarの  v..yapsinsar

「執 着 す る な らJに 対 応 す る.漢 字 「執 」 は も と の 漢 文 「執 著 」 の 一 字 と考 え

られ る.

1)所2)qayu atqa》inta雌 。鯨ad� tep::3)titilm臾舐s舐 barmaq tep y�� 4)01

「所 縁 の 外 …  余(で あ る)と …  『謝 す る こ と』 は 『行 く』 とい う義 で

あ る」

Tattv綺th�

所 縁 之 外atqa侮da ta§alqu 6◎Un yid tati》b面tma㎞ula紅lam勾at�olur ad� tep.

舐t舐 teptemisi舐s舐 barmaq tep y��'ol

「所 縁 の 外 の 諸 々 の 色 、 声 、 香 、 味 、 触 な どの 名 が 『余 』 で あ る.『 謝 す る』

とい つ た が 、 そ れ は 「行 く』 とい う義 で あ る 」

 atqayは 「所 縁 」(認 識 の 対象)を 表 す の で 、 qayuは 不 要 で あ る. qayuが 漢 語

の 「所 」 に 対 応 す る場 合 が あ る の で 「所 縁 」 に対 してqayu atqa》 を 用 い た と も

考 え られ る:c£bu qayu s6zlagUごi etiglig nomlarta「 於 此 所 説 有 爲 法 中 」 qayu

b頷nごamaxabut茎ar「 所 有 大 種 」Tattv縒th紵I p321b. ウ イ グ ル 文 中 の 漢 字 「所 」

はTattv縒th繧ﾌ 「所 縁 之 外 」 の 「所 」 に 当 た る.7b伽 諏 姫 の舐t舐 teptemi5i r謝

す る とい つ た 」(過 ぎ る、行 く)に 対 してtitilm臾舐s舐「 捨 て られ る こ とは(謝 す

る ことは)」 が 当 て られ て い る.
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4)住turur舐ip bir atqan∀u-ta 5)五bes atqanyu-la的 縁 之atqan� 6)mun�

�g�m臈in t臾in quru∀ 一� t� 7)-r�mis k舂iSilmis-k蒿rtmiS�k�8)atam� ol

mun�itilm臾 tep.又9)yogsuz g��olup ym舩er.(又yoq t乞gin6a bolup tetir::)

「一 境 に お い て 住 して お り …  五 境 を …  之 を 縁 じて も 生 起 せ ず 空 し く過

去 世 へ 落 ち た た め 、 これ を 『謝 』 と名 づ けた … 」

乃 御5π 乃3

gayu kl anta k� 舐klig ulafi bilig tursar bir atgnK uta. ol oq kl anta ad� bes

atqanyulariy. k6z arklig bilig birla atqanu 6rgU㎜atin quru冒in雌arUIUr UごUn ar血iS

�k臑t�olur舐tm臾 tep

「あ る刹 那 にお い て眼 根 お よび識 が一境 におい て住 す るな ら、 そ の刹 那 にお い

て は余 の五 境 を眼根 と識 が ともに縁 じて も生 起 せ ず 、(余 の五境 は)空 し く過

去 世 へ落 ちる ので、 そ の名 は 『謝 』で あ る」

 t臾―in qunty一�「 空 し く」. t臾―in quru》-inはSuvに も み られ る:arit�uyans�

adgU qilinごsiz takin quru∀in y面maq alp amgak tetir(p.11011.6-8)「 未 曾 積 集 功 徳 難 」

(大正Vol.16 p,412b).漢 字 「又 」 以 後ym舩erま で は6行 目のt臾in quruy―in「 空

し く」に 代 え た 読 み 方 で あ る 。yoqsuz q��ﾍTTﾘに 現 れ る:yogsuz heri"wegen

seines vergeblichll(A-v.9).E1)PT(p907b)で は これ を"heri is prob. a misreading of

yeri"と し て い るが 誤 読 で は な い.9行 目 の 括 弧 内 「又yoq tagin蕊bolup tetir::」

(又、無 ほ どに なつて、とい う)も 「空 し く」の 交 換 形 で あ る.tiisriilmis k舂isilmis.k�

を 「落 ち た た め 」と訳 した が 、直 訳 す れ ば 「落 ち た こ とに 対 して 」 とな る.tu蓉r田 ―

k舂isil― 「落 ち る 、 落 と され る 」:basu樋ilar加 薗 血1一� k舂isil-ip turmaz「 縁 は 落

ち て 住 さ な い 」(乃'幅 肋513708).

9)如galt�10)gayu-nui at�olur atgan��g� 11)-m舂臾 tes舐.四t�t t�l� basu

l2)―t～li―lar―ta.

「ち ょ う ど何 の 名 が 『縁 じて も生 起 しな い も の 』 か とい え ば …  四 種 の 縁 に

お い て 」

乃 π嘔π乃8

n舩臠in atati atq anu�giirm舩in teptes疵. galt�01 nomlar k����t舩umli蓉�t舩�t

basutゼilarta. naごa bolsar ym舩�tay atl� basutごi atqay at1∀basutごi.舐ksinm臑tl∀

basutご1

「如 何 に して 『縁 じて も 生 起 せ ず 』 と名 づ け た とい え ば 、 謂 わ く 、 そ の 法 が 現

在 時 に 起 き た と き に 四 縁 にお い て 如 何 に 因 縁 、 所 縁 縁 、 増 上 縁 が 成 じて も 」
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12)彼ol k甑n―taqi 13)ol atqan》u》. atqan∀ali樋gimlig be話14)bilig―1ar-ta.

「彼 の 刹 那 に あ る そ の 境 を 縁 ず る こ とが(で き る な ら) 、 応 に 五 識 に お い て 」

7hがv5r功8

usar ol k蓉anta ol at an u  at an al¥ ta imli  be話 bili larta tu∀mada～ 三fsi arsar

bir懐mla重i ildlayO tu冒maz UごUn

「そ の刹 那 に そ の 境 を 縁 ず る こ と が で き る な ら、 応 に 五 識 に お い て 生 じ な い も

の は 畢 寛 じて 更 に 生 じな い た め」

 atqan∀ali tagimligを 「応 に 縁 ず るべ し」 と も訳 せ る が 、 そ の 場 合 は ふ つ う

tagimligの 後 にolが 立 つ:7b〃v諏 妬Hp.349b. こ こ で はol k甑n―taqf「 そ の

刹 那 に あ る 」 の 前 にusar「 で き る な ら」 が 省 か れ て い る と考 え た.

14)如qalti natagin bil l 5)一帥1Uk ol ikilayU tu㎜az―in tesar

「ち ょ う ど如 何 に して 更 に生 じな い も の を 知 るべ き か とい え ば 」

7厩 ノ幅ア功5

nat乞in bil削 量bolur ikila U tu madaごisln te tesar.

「如 何 に して 更 に 生 じな い も の を知 る こ と が で き る とい え ば 」

16)一 向bir intam atqanip k6z-UnUr l 7)6dkig乞vril凱.禿bolmaz atqanmaq l 8)4ゴ∀

i蓉ik直dUki.

「一 向 に 現 在 世 を縁 じて 転 ず る …  縁 ず る こ との 作 用 は 無 い 」

7切 かあ7疏8

k6zt乞ula縫be話biligl ar bir yintam atq anip k6zUnUr 6dUg avriIUr. artmi蓉6dki 60ta

ulati atqan∀ula向bolmaz atqa㎜aqhY i蓉i㎞dUki.

「眼 等 の 五 識 は 一 向 に 現 在 世 を 縁 じて 転 ず る、 過 去 世 な どの 境 を 縁 ず る こ と の

作 用 は 無 い 」

 bir lntam:yint註mに は ふ つ う漢 語 の 「唯 」 「純 」 が 対 応 す る:c£7h帥 盈 嬉n

p,404a,庄 垣 内(1985)p.49.こ こ で はbir yint乞mで 「一 向 」(ひ たす ら、唯一筋 に)

を 表 す.

18)境atqan∀u-si 19)bir6k k6加nUr 6dta bolsar

「境 が も し現 在 世 に あ れ ば 」

m伽 瀕7珈7

atq an∀us翌bir6k k6zUnUr 6dta bol sar agsUk bolur tUz aras茎z basut～三isf.

「境 が も し現 在 世 に あ れ ば 等 無 間 縁 が 欠 け る」

19)衆20)賢 云s6z-lar vasubandu bax§i munda 21)-qi.中y6rUg1nda bar qf蓋m癒

arUr乞 頭U 22)-tmak iz-makig tagimlig ol yar嬉i 23)Ustg註li muηa.所qayu s6z-lagU6i
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24)bes atganyu-lar titilt�d臙arduq-ta 25)aηa k6rU yarim6 a::-d�t芍]26)s6z―1舁im

「衆 賢 が 云 う:世 親 師 は こ こ に あ る義 に お い て 欠 略 を有 した.所 説 の 五 境 が 謝

往 し た と き に 、 彼 に 対 して少 分 ・ ・と応 に こ こ に 適 切 に 加 え るべ し … 云 い

た い 」

1a伽57功8

阿 閣 梨aaat�'mli sa abadri baxs��l舐. vasubandu baxs�u bilim舩in

6ごm註 ㎞i 6rU ind註bar�m�制r a sUtmak azutma�.壊imli ol aras�st臑li.

aus�l�"6i bes at an ulari 舐tt�d臙ardu ta. a a k6rU ar茎mごa k6加l oron

nom orun ar㎞kda 66d田曲bululur bilmatin 66mak tep.此 中意 云[munda]ab��ay�

s�l舁im.

「尊者衆 賢師 が云 う:世 親 師 は この非択 滅 の義 にお い て欠 略 を有 した、所説 の

五境 を応 に適切 に加 え るべ し、す なわ ち謝往 した ときに、彼 に対 して少分 の意

処 法処 が謝 滅 した とき に、非択 滅 が得 られ る、 と.こ こにお いて そ の意趣 を云

い たい 」

 漢 字 「衆 賢 云 」 は も との 漢 文 で のr阿 閣 梨 衆 賢 云 」の 一 部 と考 え て よ い.bes

atqan∀u―lar 「五 境 」 はtitilt�-d臙arduq-ta「 謝 往 す る 一 」 の 主 語 に な っ て い

る が 、Tattv縒th繧ﾅ は 対 格 接 尾 辞 をつ け て�t艨¥g舁i「 加 え る ・ ・」 の 目的 語 と し

て い る 。-d�t艪ﾍTattv縒th繧ﾉ み られ る66-dUktaの 一 部 で あ る.漢 字 「中 」 は

そ れ に先 行 す るmunda-q�ﾉ 該 当 す る漢 語 「此 中 」 の 「中 」 と考 え られ る.漢

字 「云 」 は7b加 盈 功8中 の 「此 中意 云 」 の 「云 」.

26)此bu k甑n-taqf k6ηUl bilig 27)-iηa tagimlig adp tu》ump::28)-ig合  V...yarasl疵s舐

atqan》ali bu 29)ks an-taq�::-in又t臠imlig舐s舐 ym舩er

 「この刹 那 にあ る意識 に対 して、応 に ・で あ って ・起 こ して ・ ・この刹 那 に

あ る ・ ・縁 じるの に適 合 で あ るな ら」

Tattv縒th�

.[bu] k§antaqi k�� biligind舩u瑠urup ad�lar k6ηUlin bildal≦i bilg臙ilig鯉iエ

atg ank al�臠imligi舐s舐 bu kS antaq�dinlamiηk60Ulin.

「こ の刹 那 に あ る意 識 に お い て 、 他 の も の らの 意 を 起 こ し、 智 を 知 る も の が こ

の 刹 那 に あ る他 らの 意 を 応 に 縁 じ よ う とす る な ら」

漢 字 「又 」 以 下t臠imlig舐s舐 ym艨u 応 に ・ ・で あ つ て も」 はt臠imlig舐ipを 訂

正 した.

-igはTattv縒th繧ﾌbilg臙ilig-igの 一ig(acc.)を 、-inはk60亘1―inの 一in(3.sg.acc.)を 表 す.

Verso

l)元 容bolmat uyuri y�一�uryunxp 2)縁atげan∀ali u∀uluq bu k甑n―taq�::
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「起 こ し ・ ・ こ の 刹 那 に あ る ・ ・縁 じ う る 容 き 機 会 が 無 い 」

Tattvgrth�

01k6ηUl biligi k6z birla azlanmi蓉atqa㎜i話 伽n ol k6k 6りUg bul血qm砿 伽n uYu直

'i
q'1'. tuuurug ad�lar k6り 田in bilda～ 三i bilg� biligig atqanK al� uKuluq bu  vkSantaq�

ad�lar-niηk6りUlin

「その意識が眼 とともにその青色を愛著す ることで他のもの らの意 を起 こし、

智 を知 るものは、この刹那 にある他の ものらの意 を縁 じうる容き機会が無いた

め」

 漢 字 「元 容 」 は 「縁 じ う る容 き機 会 が 売 い 」 の 下 線 部 に 相 当 す る.「 ・ ・す

容 き機 会 」 はTattv綺th繧ﾅ は ふ つ うu∀ 磁Ylq一�....― 冒uluq/g漁kで 表 現 す る:y舅�

k6znUηbolmaz U融n u∀嘘y��臠g�1��aqtaq�tqan∀ularqa「 又 、 眼 は遠 境 へ 至

る 容 き こ と無 い 故 に 」(又 眼無容至遠境 故)II ppll4-11511.1562―1564, p.190 note

1562-1>63、 こ こ で はu∀u頁yfq-f_u∀ 塾 墨 が これ に 当 た る. h∩1m�?「 売 い 」 に

対 してTattv縒thaで はbultuqmazが 、 turげurup「 起 こ し」 に 対 してtu騨rupが 立

つ が 、 い ず れ も 同 じ内 容 を 表 し うる.漢 字 「縁 」 はat冒an-》aliに 対 応 す る. kl an

≪ Skt.ksana.

3)-in及ulati muni birl臙u bir 4)ksan-1�｡at�-lar k6ηU1-i-niη 又5)bir kSan-taq�

yma ter:倶ik臠�麩Uり6)birla agsak漉Un basutごi-lar-i

「及 び こ れ と こ の 同 一 刹 那 に 属 す る 他 の も の ら の 意 の 、 二 つ の も の が 倶 に そ の

縁 を 欠 く の で 」

Tattv綺th�

ulat�un�irl臙ir ksanl�d�lar k�lini iki�� birl臑s貢k UごUn basutごisi

「及 び これ と同 一 刹 那 に 属 す る他 の も の らの 意 の 、 二 つ の も の が 倶 に そ の 縁 を

欠 くの でJ

―inはTattv縒th繧ﾌ 上 掲 文 冒 頭 のulat�� り更 に4つ 前 の 語k6ηUl量nの 一in(3.sg.acc.)

を 指 す.漢 字 「及 」 はulat�� 指 す.又bir kSan-taq�m舩er「 又 同 一 刹 那 に あ

る 、 と も い う」 はbir kSan-h∀ の 交 替 形 を 表 現 して い る.漢 字 「倶 」 はbirl艪ﾉ

対 応 す る.

6)故7)an� s�-1舂is ol:

「故 に …  説 い た 」

Tattv縒th�

bululur UごUn bilm舩in 6ごmak. an� s�l舂is ol ya直mごa k6ηUl omn nom oron

舐tt�d�6ごtUkda bulu藍ur bilmatin 66mak tep

「非 択 滅 が 得 られ る 故 に 、 少 分 の 意 処 、 法 処 が謝 滅 した とき 、 非 択 滅 が 得 られ
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る、 と説 い た」

「故 」 はTattv縒th繧ﾌ ご と く 涜Un _an�で 表 され るが 、 a6Unの 位 置 が離 れ て

い るのでa血 の み が書 かれ て い る.

7)此munda saOabadid 8)baxs�rg��ay�龍an::vasubandu 9)bax5�¥n功

臠s�mis-1n

「こ こ で 衆 賢 師 が 世 親 師 の 欠 略 した の を 責 め る た め に 」

Tattv縒'th�

munda sangabadri baxs�ﾓ 論 主. ir舁ir�a alir龍Un vasubandu bax駈

「こ こ で 衆 賢 師 は 世 親 師 を 責 め る た め に 」

 漢 字 「此 」 はmundaに 対応す る. Tattv綺th繧ﾌ 「責論 主 」 は も との漢 訳 『実

義 疏』 を 引いて い る.お そ らく 「責論 主」 の後 には 「欠 略 」 を意 味す る漢 語 が

あ り、 「欠 略 」 をTattv縒th繧ﾅ は後続 文 の要 素 とみ な した の に対 して 、抜 粋 文 で

は論主 す なわ ち世親 師 と直結 させ てい る:cf.次 項 。

9)法nom orun 10)-nuり::-li∀y6rαgin:

「法 処 の …  義 を 」

乃 伽5π 乃～7

臠s�miS U融n bu yaffm6a k6ηUl orunnuO nom orunnun basutごis董臠s� bolmagl _'jt

��n

「この少分の意処 と法処の縁が欠ける義を(世 親師が)欠 略 した故 に」

 TattvBrth繧ﾌ臠s�-miS「 欠 略 した 」は前 項 の臠s�mis―inに 当 た る.漢 字 「法 」

は 「法 処 」nom omnのnomに 対 応 す る.-1� y��inの 一h∀はTattvgrth繧ﾌ

bolmaq・h∀ の 所 有 表 現 の 接 尾 辞 と考 え られ る.

10)疏 主s�-1舐ll)munda vasubandu bax§i-niηyma 6k l2)yoq ar�臠s�mi5

az-m�一�:an� 13)t臠imlig舐m艘�t臠�1�:

「疏 主 が 説 く:こ こ で は 世 親 師 の ま た 欠 略 は 無 い 、 故 に 応 に 付 加 す べ き で は な

い 」

7訪 ≠嘔7疏8

舖tiramat�axs��l舐::munda m�6k o aごnn a s�m臾 azutma f. an� t臺mli

乞㎜ 包z雌ztagali.

「安 慧師 が説 く:こ こで も(世 親 師 の)欠 略 は無 い故 に応 に付加 す べ き では な

い」

 漢 字 「疏 主 」 に は ウイ グル 語 訳 がな い.「 疏 主」 は 「安慧 」舖tiramat�axs�

を指す.
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13)亦ym�14)6k(bu)b�� t��1:不舐m艘

「亦 完 全 な …  で は な い 」

Tattv縒th�

幽bilmatin 66ma㎞iりy6rUgi armaz囎n. anin yma 6k mOn qada∀bolmaz

「亦 、 完 全 な 非 択 滅 の 義 で は な い 故 に ま た 過 失 と も な らな い 」

Tattv綺th繧ﾌb��「 完 全 な 」 に 対 して 、 更 にt��1を 付 加 して い る.

14)説s6z 15)-1舂is舐sar:Su�r舖�l臠�iti l 6)臠s�mis azutm�舐� tep

「説 い た な ら、 則 ち欠 略 した もの で あ る と説 くべ き で あ つ た 」

Tattv縒th�

若 約 一 切 法 上bir6k alqu nomtaqi bilmatin 66makig tuta s�l舖舐.�r舖�l臠ii臺ti

臠s�miSazutm�5舐�tep

「も し諸 法 に あ る非 択 滅 浄 約 して 説 くな ら、 則 ち欠 略 した も の で あ る と説 くべ

き で あ つ た 」

Su強 意 の小詞 で あ る.ふ つ うは願 望 ・命 令表 現 に現 れ る.

16)別 有17)一 師aりayu bar bir bax蓉i:云18)s6z-1舐

「別 に 有 一 師 …  云 う」

Tattv縒th�

bε閣rbir baxs�ezig tur∀urup ay�u s�l舐

「有 一 師 が 疑 い を 起 こ して 問 うて 云 う」

「別 」a菊ayuを 指 す 語 はTattvsr劜繧ﾉ は 無 い.「 有 一 師 」 はbar bir baxs�ﾉ 相 当

す る 。

18)韓舸rild�d芻Xikil艙�19)taq�ar qayu ad� bilig bu turmamaq 20)Uz-a

bilmadin 66mak bulul∀uluq又bar 21)舐ip::bu-mamaq�一臙ululur ym舩er:

「転 じた と き 、 更 に 何 か 余 の 識 に して こ の 不 生 に お い て 非 択 滅 の得 られ る こ と

が 有 る の か 」

Tattvgrth�

k6z 舐klig k6z b圭ligi bir atqan∀uta 舸rild�d� ikil艙� n舩臠in bolur ad� biliglar

tu mama�臙ilm舩in 66mak bul ulu

「眼 根 、 眼 識 が 一 境 に お い て 転 じた と き 、 更 に余 の 識 が 如 何 に して 、 不 生 に お

い て非 択 滅 を得 る こ と が 有 るの か 」

 Tattv縒th繧ﾆ の 問 に か な りの 違 い が み られ る.「 又_.ym舩er」 はbarをbar舐ip

「有 つ て 」 へ 、bululuyuluqをbululur「 得 られ る 」 へ 言 い 換 え る こ と を 示 して

い る.-mamaqはtur―mamaqの 省 略 形 。
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22)何 以qayu tilta冒一� tes舐有bolmaq 23)�―芻歟u k§an-taq�

「何 を 以 て とい うな ら … こ の 刹 那 に あ る ・ ・有 る の で 」

肋 伽57功2

natagin teptes蚌. bar bir k艘igt艙int舂 bolup bir bilig幽k6z bilig birl�

u∀rayu atqanu t�舩m臾��6ηUg

「如 何 に して とい うな ら、 一 相 続 に お い て 、 唯 、 一 識 と な っ て 、 この 刹 那 に あ

る 眼 識 が とも に ま さ に 色 を縁 じお え る こ とに よ る も の が 有 る 」

23)更ikil艙�24)tag�ar gayu ad� bilig bu titild� 25)―ta barduq-ta::-luq

「更 に 何 の 余 識 が この 謝 往 に お い て …  有 る の か 」

Tattv縒th�

更 有 何 鯨 識ikilavU bar qavu adin bilig ar口k松barduqta bul∀u厘q bilmatin龍mak

「更 に 何 の 余 識 が 謝 往 に お い て 非 択 滅 を 得 る こ と有 る の か 」

一luqは 乃 加2励2のbu1∀u-luqの 接 尾 辞 を 表 した も の で あ る .

25)若bir6k ken turda6i 26)bilig ol tep tes舐:可yaraS�27)atqanyuluq:

「若 し後 に起 き る もの が 識 な り とい うな ら、 適 切 な 所 縁 」

Tattv縒th�

bir6k當ken turda6i bilig ol teptes舐. k舅t�ar aηayu atqankuluq atqanyus�r�

UごUn aoayu k蓉anl冨∀

「若 し後 に 起 き る も の が識 な り とい うな ら、 己 有 の 別 の 所 縁 境 は 別 の 刹 那 に 属

す る た め 」

 文 末 のatqan冒uluqの 後 に 更 にatqan冒usiが 立 つ て 「所 縁 境 」 を表 す. V..yarasl

「適 当 な 」 に 対 し てTattv縒th繧ﾅ はaqayu「 別 の 」 が 立 っ て い る.漢 字 「可 」

が  v..yaras iに 対 応 して い る のか も しれ な い.

27)答t臠臠ari(?)s6z-lar:許28)tapl艙��―1ap有bolur不 許

 「答 え る:…  有 る と許 して説い て …  不許 」

Tattv綺th�

答 bu sezigiりizlar anta∀ 舐m艘. taPlap s�l舖舐. bir6k bir k艘igt艙int舂 bolur bir

bilig tep. taplamasar

「答 この汝 らの疑 い は正 しくない 。 も し一相続 に唯 、一識 が有 る と許 して説 く

な ら、縁 が欠 け る義 を許 さない な ら」

4.結 語

 ここに扱 った ウイ グル文献はいずれも漢字の散在す るもので、 ウイグルが漢

 ..



字文化圏の一員 と して成熟の段階にあつた時代、おそ らく元代に書かれ たもの

と考え られ る.『 阿含経』はこれまでに も多 くの断片が研 究 され たが、 この経

典の長所 は漢語 との対応 ウイグル語彙が容易に確認 できる点である。このこと

によつて、 ウイ グル文献研究に とって重要な役割をはたす仏教術語の抽 出が可

能 となる.先 に述べた よ うに 『倶舎論実義疏』の断片 も 『阿含経』 と類似 の内

容構成を もっていた.こ の仏典 も 『阿含経』 と同一 か、極 めて近接 した環境 内

で書かれたもの と推定できる.筆 者は嘗てス タイ ン本 『倶舎論実義疏』 のウイ

グル 文を漢文か らの直接 の訳読文(訓 読文)と 推定 したが、この抜粋文 の見つ

かつたことでその推定は より確実なものになつた といえる.一 方 『千字文』 に

関 して、西脇常記氏 はベル リン所蔵の漢文 『千字文』を ウイグル人の手 による

と推定 し、 ウイグル人は 「少なくとも仏典翻訳においては漢字知識 は必要で あ

つただろ う.こ の資料 はそ うした ことの意味を考 えさせ るのである.」 と述べ

ている(30).しか し、ここに提出 したウイグル語断片 は、 さらに進んで、 ウイ グ

ル人が漢文 『千字文』を先ず 「ウイグル漢字音」で音読 し、続 けて ウイグル語

で訳読 儲 読)し た ことを推定 させ る.こ の読み方 は正に 日本語の 「文選 読み」

に類す るもので、 日本においても漢文 『千字文』が 「文選読 み」 されていた と

い う推 定(a//と符合す るもの として、興味深い.

略号

EDPT=Clauson(1972)

平 河=『 現代語訳r阿 含 経典」 一長 阿含 経』

中村ﾘ中 村(1981)

荻 原ﾘ荻 原(1986)

Tattv縒th�1ﾘ庄 垣 内(1991)

Tattv縒th紵I=庄 垣 内(1993 a)

Tattv縒th紵II=庄 垣 内(�993b)

Suv=Radloff/Malov(1913-1917)

UWb_R�rborn(1977-1998)
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Some Uighur fragments preserved in Russia and China
 — Agama  sutra , "Thousand Character Essay" and Tattvartha —

Masahiro Shogaito

Abstract

    In this paper we did research on seven Uighur fragments, six of which are kept at the St. 

Petersburg Branch of the Institute for Oriental Studies of Russian Academy of Sciences and 

one of which is kept in China. Three of the Russian fragments are from the Uighur versions of 

Samyukta-agama and one is from Dirgha-agama. These Agama texts are translations of 

extracts from the Chinese version of an Agama and the texts include some Chinese characters 

at the beginning of each extract, which is a characteristic of the Uighur version of Agamas. 

Among these fragments, the Dirgha-agama text only extracts proper names which are Sanskrit 

in origin, the only exception being sogut ("tree"). The contents of the other fragments in 

Russia are from the Uighur translation of the Chinese ("Thousand Character Essay"). 

Examining these texts in detail we have found that Uighurs used to recite the Chinese 

 written in the texts: first in Chinese pronunciation and then in Uighur translation. This way 

of reciting the Chinese ¶ 3Z bears a close parallel to the Japanese way, known as 
"Monzen-reciting" .

   The fragment kept in China is from the Uighur translation of extracts from the Chinese 

Abhidharmakosabhasya-t1ca Tattvartha. Fortunately the contents of this fragment are included 

in the Uighur version of Tattvartha kept in The British Library. By comparing these two texts 

of Tattvartha we have found that they have much similarity in the manner of translation, 

which leads us to the conclusion that the two translations were made from the same Chinese 

text.

   It is obvious that all the seven Uighur fragments in this paper are written on the premise 

that they would be compared with Chinese texts.
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